
低速シリアルデータ 
トリガ、デコード、 
計測/グラフ、 
アイパターン

主な特徴

20種類以上の規格に対応 

 •  I2C、SPI、UART、RS-232 

 •  10Base-T1S、100Base-T1/ 

	 	 BroadR-Reach 

  CAN、CAN	FD、CAN	XL、J1939 

  FlexRay、LIN、SENT、SENT	SPC 

 •  ARINC	429、MIL-STD-1553、 

  SPACEWIRE 

 •  10/100	Base-T	Ethernet 

 •  USB	および	USB-C規格 

  USB	1.x、2.0、USB	2.0	HSIC、 

  USB	パワーデリバリ	(PD)、 

  USB4	サイドバンド（SB）チャンネル 

 •  DisplayPort	AUXチャンネル 

 •  SMBus、PMBus、SPMI 

 •  MIPI	D-PHY、C-PHY、DigRF	3G、 

  DigRF	v4、I3C 

 •  I2S、incl.	LJ、RJ、TDM、 

  Manchester	および	NRZ

最もパワフルで柔軟なトリガ機能

デコード情報を色分けし、わかり易く波形上

にオーバーレイ

 ひとつのデコードテーブルに、同時に最大4

つのデコード結果を表示

 独自の計測/グラフ機能： 

 •  自動タイミング計測 

 •  シリアルDAC－シリアルデータを 

　　　　抽出し、波形としてプロット   

 •  バス・パラメータ

 物理層アイパターン

最高性能のトリガ

規格を熟知した人間が設計し、異常な事象を

切り分けるために必要な独自の機能を備え

ています。条件付きデータトリガは非常に柔

軟で、詳細設定可能なエラーフレームトリガ

によってエラー条件を切り分けることができ

ます。フレーム定義が可能で、UARTまたは

SPIパケットをメッセージフレームにグループ

化し、カスタマイズすることができます。

最高のシリアルデコード

デコードされたプロトコル情報は、シリアルデ

ータ波形の該当部分に色分けされてオーバ

ーレイされるので、視覚的にも直感的でわか

りやすくなっています。デコードされたすべて

のプロトコルは、時分割して1つのテーブル

に表示されます。インタラクティブなテーブ

ル行をタッチすると、目的のパケットにすばや

くズームし、内蔵の検索機能を使って、特定の

プロトコルイベントを長いレコードから簡単

に検索できます。

計測/グラフツールで効率的検証

アナログ信号や他のシリアルメッセージとの

タイミングを自動で測定し、原因と結果を迅

速に検証します。一回の長い捕捉で複数の

計測を行い、コーナーケーステストで素早く

統計量を取得することができます。シリアル

（デジタル）データ抽出してアナログ値に変

換、グラフにプロットすることで、あたかも直

接プロービングしたかのように、システムの

性能を時系列で監視することができます。検

証をより早く完了させ、より深く理解すること

ができます。

アイパターンと物理層テスト

パケット化された低速シリアルデータ信号の

アイパターンを、追加セットアップの手間な

く素早く表示。アイパラメータを使用してシ

ステム性能を定量化し、標準またはカスタム

のマスクを適用して異常を特定します。	マス

ク抵触箇所はマーカーで表示され、抵触した

ら波形更新を強制的に停止させることがで

きます。	

テレダイン・レクロイのトリガ（T）、デコード（D）、計測／グラフ（MまたはG）、アイパターンと物理層（Eま

たはP）オプションは、業界で最も優れたソリューションです。テレダイン・レクロイオシロスコープ製品ラ

イン全体でほぼ共通に利用することが可能です。
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T
最高のパフォーマンスを発揮するトリガ

条件付きデータ設定

DATAトリガ機能のある全てのテレダイン・レクロイの低速シリアルトリガは、DATAの条件設定（<.	<=、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	

OF	RANGE、）が可能。特に、I2Cで送信している温度センサが最高温度を超えたときや、CANノードでエンジン回転数や冷却水の圧力が低

い、高いといった異常なイベントを監視する場合に有効です。	さらに、非常に長いバイトストリームで、データバイトにまたがるデータでも、特

定のビット位置にトリガしデータを選別することができます。		

独自プロトコルへの対応

多くの独自シリアルプロトコルは、一般的なUART（データライン1

本）またはUSART（SPIのようにクロックとデータライン）のバイト構

造を利用し、複数のバイトを独自プロトコル定義にグループ化して

います。高い柔軟性を持つUARTバイトやSPIフォーマット定義は、ユ

ーザーのどんな要望にも応えることができます。UARTやSPIのバイ

トは、Interframe	Setupで1つの	"メッセージフレーム	"の一部とし

て定義することができます。そして、トリガパターン設定で、独自のプ

ロトコルメッセージ定義の一部である任意のバイト値（例えば、IDや

DATAストリング値）を分離することができます。		

レクロイのすべてのシリアルトリガは、規格に対する深い知識に基づいています。ほとんどのシリ

アルトリガは、デジタル（MSO）入力、またはアナログチャンネルを節約するためにクロックライ

ンにEXT入力を使用しても動作します。各シリアルトリガには、高性能を実現する以下のユニーク

な機能があります：

•   最大2048バイトのI2C EEPROMのリード/ライトの特定位置のデータでトリガ

•   UARTまたはSPIバイトを1つの”メッセージフレーム”にまとめることが可能－UARTまたは

SPIバイトブロックに基づくカスタムプロトコルでトリガ

•   UARTは、9 ビットの"address"または"wakeup"モードのトリガをサポート

•   CAN、CAN FD、LIN、FlexRay、MIL-STD-1553で、条件付きID/Addressトリガ

•   CANおよびCAN FDで、DBCまたはARXMLファイルを使用したシンボリックトリガ

•   USB 2.0、USB-PD、USB4-SB、MIL-STD-1553で、複雑なトランザクションの定義とトリガ

高度なトリガ機能は、幅広いシリアルデータ 

規格に対応しています。

条件付きデータトリガを選択することで、最高の柔軟性を実現

バイトモード（上）は、各バイトを一意に扱います。	メッセージフレームモード 

（下）は、バイトを1つの長いマルチバイトメッセージにグループ化します。

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2

A
B

I2C SPI UART RS-232 FlexRay LIN CAN CAN FD USB2
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D
シンプルで最高のシリアルデコード

色分けされ直感的にわかりやすいオ

ーバーレイ表示

各プロトコルの詳細部分とメッセージフレー

ム全体を色分けした透明なオーバーレイに

より、シリアルデータ情報を簡単に理解でき

ます。他のソリューションでは、プロトコルデ

コード情報が信号と離れて表示されるのとは

異なり、本シリアルデコードでは、ディスプレ

イ上で直接、波形とプロトコル情報の相関を

見ることができます。捕捉長が拡大または短

縮されると、重ね書きされたデコード情報は

調整され、適切な量の情報が表示されます。

パターン検索

すべてのデコードは、さまざまな検索条件や値を使用して、デコード

されたデータの長いレコードを検索する機能、または単に次の発生

を検出する機能を提供します。パターンサーチは、捕捉波形のズーム

トレースを自動的に作成し、選択した箇所を透明なカラーオーバーレ

イ付きで示します。

インタラクティブなデコードテーブル

デコードされた情報を表形式で表示し、オシロスコープがプロトコルアナライザになります。関心のあるデータのみを表示するようにテーブ

ルをカスタマイズでき、テーブル内のメッセージをタッチすると、対応する波形を自動的にズームして画面に表示します。	オフライン解析の

ためにテーブルをエクスポートすることもできます。	あらゆるタイプの最大4つの異なるデコードされた信号を同時にテーブルに表示できま

す。

シリアルデコード、サーチ、テーブルツールは、自在な操作が可能です。 これらのツールは、プロトコルデータと

物理層波形を高速かつ直感的に相関させることができ、オシロスコープをプロトコルアナライザに変える業界

標準のツールです。 
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M
計測／グラフ － より深い理解が可能

主な特徴

タイミング計測パラメータ 

 •  シリアルメッセージ－アナログ信号 

 •  アナログ信号－シリアルメッセージ 

 •  シリアルメッセージ－シリアル 

　　　　メッセージ

シリアルDAC計測/グラフ化

バスステータス計測

自動化 - 統計情報の迅速な収集、ヒストグ

ラム表示

他のイベントとの因果関係を迅速に関連付

けることが可能

条件付きフィルタリング

対応規格 

 •  I2C、SPI、UART、RS-232 

 •  10Base-T1S、100Base-T1/		

	 	 　BroadR-Reach 

  CAN、CAN	FD、CAN	XL、J1939 

  FlexRay、LIN、SENT、SENT	SPC 

 •  ARINC	429、MIL-STD-1553、 

   SPACEWIRE 

 •  10/100	Base-T	Ethernet 

 •  USB	および	USB-C規格： 

  USB	1.x、2.0、USB	2.0	HSIC、 

	 	 USB	Power	Delivery	(PD) 

	 	 USB4	サイドバンド（SB）チャンネル 

 •  DisplayPort	AUXチャンネル 

 •  SMBus、PMBus、SPMI 

 •  D-PHY、C-PHY、DigRF	3G、 

   DigRF	v4、I3C 

 •  I2S、incl.	LJ、RJ、TDM、 

   Manchester、NRZ

計測/グラフ機能は、トリガ・デコードパッケージを大幅に強化し、デ

バッグと検証をより迅速に行えるようになります。 

デジタルデータを抽出してアナログ値にリスケールし、他の捕捉デ

ータと時間的に相関を持たせてグラフ化することで、あたかも直接

プロービングしたかのように表示することが可能です。これはシリ

アルデータDACとも言える機能です。

アナログ信号とシリアルデータメッセージ、または2つのシリアルデータメッセージ間のタイ

ミング関係を自動で測定することで因果関係を把握することができます。ストレステストや

コーナーケーステストでシステムの挙動を把握するために、シリアルトリガや長時間捕捉を

行い使用します。また、バスの状態を計測するパラメータも充実しています。 

すべての計測パラメータは、パラメータ値試験条件による自動合否判定テスト、計測ゲート

機能、計測値アクセプト・フィルタ機能、パラメータ演算、カスタム演算など、テレダイン・レク

ロイ標準の豊富なパラメータ解析ツールとともに使用することができます。 

設定はMeasure/Graph	saetupタブで簡単に行えます： 

1.		ソースを選択

2.		計測パラメータを選択

3.		適用先パラメータを指定（例：P2）

4.		Apply	and	Configureボタンを押して適用	

1

2

3

4
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M
Message	to	Value計測パラ

メータにトラック演算を適用

し、シリアルエンコードデータ

をアナログ波形として表示

上図は、ステアリングホイールの角度変化率（deg/s、またはHz）のデジタルデータが埋め込まれたCANシリアルデータ信号（上段波形）を長時間捕捉したも

ので、この信号には、ステアリングホイールの角度変化率（deg/s、またはHz）のデジタルデータが含まれています。Message	to	Valueパラメータは、CANシ

リアルメッセージの特定の位置からデジタルステアリングの角度範囲データを抽出し、適切な再スケーリングと物理単位でデジタルからアナログに変換する

ように設定されています。	シリアルデータDACの波形は、下段のグリッドに表示されています。

プロトコルメッセージのデ

ータペイロードのうち、条件

を満たすものを復号化した

データ内容を抽出

シリアルデータDACとグラフ化ツール

Message	to	Value計測パラメータ（シリアルデータDAC）を使用すると、

シリアルデータメッセージの特定の位置からデジタルデータを抽出すること

ができます。この情報は、計測パラメータ値として表示することも、計測値の

時間変化を示す時間相関波形として表示することも可能で、あたかも直接測

定値を捕捉したかのように表示することができます。オシロスコープの長時

間捕捉を利用して、他のシステム動作と合わせて、データが長時間にわたっ

てどのように変化するかを理解できます。

この機能の有用性を示す例として、以下のようなものがあります：

•   I2Cまたは	SPI	温度センサデータの表示

•   DigRF	3G	無線周波数	I	および	Q	変調信号の可視化

•   ABSで使用されるCANホイールスピード情報の表示

•   シリアルI2Sストリームからのアナログオーディオの再構成と表示
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M
計測/グラフ － 評価時間を短縮

Analog to Message 

アナログ信号の閾値を越え

てから指定された条件を満

たすプロトコルメッセージ

までの時間差を計算

Message to Message 

指定された条件を満たすプ

ロトコルメッセージから、指

定された条件を満たす他の

プロトコルメッセージまで

の時間差を計算

Message to Analog 

指定された条件を満たすプ

ロトコルメッセージからア

ナログ信号が閾値を越える

までの時間差を計算

DeltaMessage Time  

１つのデコードライン上の

2つのメッセージ間の時間

差を計算

Time@Message 

トリガから指定条件を満た

す各プロトコルメッセージ

までの時間を計測

自動タイミング計測

シリアルトリガを使用して特定のメッセージを分離し、それに前後するアナログ信号との因果関係を測定することが

できます。しかも、カーソルを使って手動でタイミングを測定するのではなく、これらのツールを使って測定を自動化

し、システムがストレステストを受ける際の何千もの値を迅速に取得できます。あるシリアルメッセージから別のシリア

ルメッセージ（例：CANからLIN、低速CANから高速CAN、CANからFlexRay）へのゲートウェイ待ち時間の計測と検

証を、カーソルの使用やプロトコルテーブルの値と時間の比較を手動で行うことなく自動化することが可能です。個

別のデコード波形に対する２つのメッセージ間の時間差を計測することによってバスのレイテンシや調停動作を素早く理解することができま

す。評価の効率と考察までの時間を劇的に改善します。		

Message	to	Analog計測パラメータで、 

I2Cデータパケットと別チャンネルの制御

信号の間の時間を求めます。1つまたは複

数のトリガで複数の計測を行い、経時的挙

動または異なる動作条件での挙動を把握

することができます。
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M
Message Bus Load % 

ユーザー定義されたメッセージ

のバスへの負荷をパーセント

で計算

Message Bit Rate 

デコードトレース上のユーザ指定

メッセージのビットレートを計算

Number of Messages 

デコードされたトレースのうち、

ユーザー定義に合致するメッセ

ージ数を計算

バスステータス計測パラメータ

バス負荷、メッセージビットレート、メッセージ数を測定することで、デコードプロトコルの全体的な状態を把握し、

バスが過剰に使用されていないか、ビットレートが期待値に合っているかを迅速に確認することができます。	

TDMEオプションに最適なオシロスコープ

テレダイン・レクロイ製HDO、WavePro	HD、WaveRunnerオシロスコープは、TDおよびTDMEツールセットを利用するための

最適なオシロスコープ・プラットフォームです。

テレダイン・レクロイの12ビット高分解能オシロスコープ、WaveRunner	8000HD、WavePro	HD、HDO6000Bおよび

WaveSurfer	4000HDは、12ビット分解能と最大8GHzの4または8のアナログ入力チャンネル、MSOデジタル入力オプションを

提供します。これらのオシロスコープは、アナログ、デジタル、シリアルデータ、センサ信号など、高度な組込み設計をデバッグする

ための強力な標準ツールセットを備えています。12ビットの分解能は、センサ信号の測定や他のシステムアクティビティとの関連

付けに最適です。8チャンネルのアナログ入力を使用すれば、より多くの信号を相互に関連付けることができます。

WaveRunner	9000シリーズなどのテレダイン・レクロイ社製8ビットオシロスコープも、組み込みシステムのデバッグに広く使

用されています。搭載されている標準ツールセットは、TDMEパッケージを強力に補完します。
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E
アイパターンおよび物理層テスト

主な特徴

最大4つの同時アイパターン

ボタンを一回押すだけの簡単セットアップ

内蔵の標準マスク、カスタムマスク、または

独自マスクの作成 

アイパラメータ

マスク抵触表示機能

マスク抵触箇所の表示

合否判定テストでフェイル時に自動ストップ

最大4つの同時アイパターン

最大4つのシリアルデータ信号を一度にデコードし、アイパターンと

して表示することが可能です。これらは、異なるプロトコル、または同

じプロトコルの異なるポイント（例えば、送信端と受信端、異なるノー

ド、または規格によって定義された異なるテストポイント）で測定する

ことができます。各アイパターンにユーザー定義のフィルタを適用

し、アイの中に特定の信号のみを含んだ状態で表示することができ

ます。	

アイパターンは、各ビットを”スライス”して重ね合わせることで、信号の品質を一元的に把握すること

ができます。	アイ開口部やマスクへの侵入は、潜在的な問題を示しています。

アイ計測パラメータ

Eye	Height、Eye	Width、Number	of	Mask	Failuresのパラメータを適用し、アイの物理層信号品質を定量化できます。パッケージによっ

ては（FlexRay	TDMPなど）、さらに一歩進んで、規格で定義された計測パラメータを追加しているものもあります。	

アイパターンは、物理層のシリアルデータ波形を”ビットスライス”して表示したものです。 物理層のシグナルインテグリ

ティを理解するための、迅速かつ直感的な方法を提供します。 アイパターンは、マスクやマスク抵触の表示、アイ（開口）

パラメータと組み合わせることができます。 複雑なトポロジを持つプロトコル（例：FlexRay）には、さらに高度な計測機

能があります。
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E
マスクよびおマスク抵触表示機能

マスクおよびマスク抵触表示機能

物理層信号がアイ開口部に入り込みすぎているかどうかを客観的

に評価するために、ユーザー定義または事前定義されたマスクをア

イパターンに追加することができます。特定ノードからのメッセー

ジや特定IDを持つメッセージなど、障害発生源を特定するために、

アイから特定のメッセージを含めたり除外したりするフィルタを適

用することができます。	マスク抵触箇所は赤丸で表示され、テーブ

ル中に表示することができます。	マスク抵触テーブルをタッチする

と、抵触箇所のズームが表示され、詳しく確認することができます。

物理層（アイ＋高機能計測パラメータ）

規格によっては、その速度や複雑さゆえに、ど

のようなアイパターン解析や測定を行うべき

か、またその手順について具体的なガイダンス

を提供しているものがあります。そのような規

格にはFlexRay、MIPI	D-PHY、C-PHY、USB-

PD、DisplayPort	AUXなどがあります。このよう

な場合は、アイパターン（"E"）機能を、規格によっ

て追加の専用"P	"機能（物理層測定オプション）で

補強することができます。この場合、前述の”E”機

能も利用可能です。

P
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I2C 

主な特徴

 すべてのフレームトリガ設定において、ACK

条件（ACK、NO ACK、Don't Care）を設定

 デコード時にクロックトレースの表示は不要

 EEPROM リード/ライト 2048 バイト トリ

ガ機能

フレーム長トリガ機能

 アドレスはR/Wビットを含むか、または

Don't Careとして定義可能

 捕捉とトリガにアナログまたはデジタル

（MSO）入力を使用  

 EXT入力をクロック信号として使用可能

より多くのトリガ選択肢

通常のStart/Stop/ReStart、NoAck、Address、Address+Dataトリガに加え、テレダイン・レクロイでは最大2048バイト長のEEPROMリ

ード/ライトとフレーム長に対するトリガを提供しています。アドレスベースのトリガは、追加のACK条件（ACKあり、ACKなし、またはDON'T	

CARE）と、7ビットトリガにおけるR/Wビットを含めることが可能です。		

より柔軟なアドレスベーストリガ

アドレスベースのトリガでは、ACK条件（ACKあり、ACKなし、DON'T	CARE）の追加や、転送方向をリード、ライト、	DON'T	CAREとして定

義する選択（7ビットトリガのR/Wビット、10ビットトリガの	R/W	Direction選択を使用）などが可能です。	
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仕様

I2Cbus TDおよびI2CbusTDME

定義

ソース設定 クロックとデータのソースを選択

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数。	ADDRESSとDATAは異なるフォーマットで設定することが可能。

トリガ設定 START、ReSTART、STOP、Missing	ACK、ADDR、DATA、ADDR+DATA、ADDR+DATA	FRAME	LENGTH、EEPROM	DATA	TRANSFERでトリガ。

ADDRESS設定 ADDRESSを"="条件で1つ指定。

7ビットまたは10ビットADDRESSをサポートし、7ビットおよび10ビットADDRESSの両方でRead、Write、またはR/W="Don't	Care	"を選択することが可能。

アドレス値にR/Wビットが含まれる/含まれないでトリガをかけるかどうかを選択。

DATA設定 ADDRESS+DATAトリガタイプ：

16進数：データバイト数	=	0～12。	データはニブルで定義することも可能。	

2進数：0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットまで対応。

データパターンは、12Byte/96bitのシーケンス内の任意の位置から開始するように設定することが可能。		

ADDRESS+	DATA	FRAME	LENGTH	トリガタイプ：データバイト数＝0～2047。

EEPROM	DTA	TRANSFERトリガタイプ：

データバイト数＝0～12。	データはニブルで定義することも可能。	

データパターンは、最大2048バイトのシーケンスの任意のバイトの先頭から開始するように設定可能。

DATA条件 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE.

ACK条件 ADDR、ADDR+DATA、ADDR+DATA	FRAME	LENGTH、EEPROM	DATA	TRANSFERのいずれの設定でも、ACK条件はACK、NO	ACK、DON'T	CARE

を選択。

ビットレート I2C仕様のStandard、Fast、Fast-Mode	Plus、High-Speedの各モードをすべてサポート。	モードは自動検出。

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応)、EXT入力のいずれか。	 

クロックをEXTに入力することで、使用可能なアナログチャンネルを節約することが可能。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、2進数、ASCII。

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。 

アドレス値にR/Wビットを含む/含まないを選択してデコード。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。 

クロックチャンネルを表示オフにしても、データのデコードは可能（画面表示を簡素化）。	

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。	また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 FRAME、START/ReSTARTビット、ADDR、R/W、DATA、ACK、NACK、STOPビットのカラーコード表示。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、その他

各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示などが

可能。	

パターン検索 前または次のADDRESS、PACKET、DATAを16進数で検索。

I2CbusTDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	

ことが可能。

タイミング  

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message	(トリガか

らの時間)計測パラメータ。 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビットのデ

ータの任意の場所に定義可能。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義可能。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定

を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate, Message Bus Load %: 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することが可能。

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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SPI

主な特徴

チップセレクトのない簡易SPIやSPI DDRな

ど、ほぼすべてのSPIをサポート

フレーム間メッセージ時間の設定により、多

くの独自USARTベースプロトコルをサポー

トするフレーム定義が可能

フレキシブルなビット/ワードデコード設定

デコード時にクロックトレースの表示は不要

捕捉とトリガにアナログまたはデジタル

（MSO）入力を使用  

EXT入力をクロック信号として使用するこ

とが可能

チップセレクトがない場合のSPIトリガ

ほとんどのSPIトリガでは、チップセレクト信号が存在することが必要

です。しかし簡易型（シングルマスター、シングルスレーブ）SPI（SSPI

またはSIOPとも呼ばれる）にはチップセレクトがありません。	本ソリ

ューションでは、フレーム間セットアップ時間を使用することで、簡略

化されたSPIでトリガをかけることができます。ほとんどの場合、デフ

ォルトのAUTOで正確な結果が得られますが、MANUALの選択も

可能です。		

独自USARTベース・プロトコルのためのフレーム間メ
ッセージ時間セットアップ

場合により独自フォーマットの2線式（CLOCKとDATA）シリアル

データ信号が使われることがあります。これは一般にUSARTと呼

ばれています。	複雑なトリガおよびデコードセットアップが可能

で、Interframe	Message	Time	Setupを使用し、連続したバイトを

1つのメッセージフレームに”パケット化”し、完全なマルチバイトフレ

ーム中の特定のバイト位置のシリアルデータでトリガすることも可能

です。そして、SPI-CUSTOMを使用して、情報を個々のByteではな

く、完全なFrameとしてデコードすることができます。		
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仕様 

SPIbus TDおよびSPIbus TDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

Clock、Data、Chip/Slaveのソースを選択（SIOP、SSPIタイプではChip/Slaveの選択は不要）。

SPIタイプ（SPI、SIOP、SSPI、SPI-DDR）を選択。	SPI	タイプ、CUSTOMも使用可能。

SPIまたはSPI-Customの場合、CPOL（Clock	Polarity	0または1）とCPHA（Data	Polarity	0または1）を選択（SIOPではCPOLは0または1、CPHAは1、SSPIで

はCPOL=1、CPHA=1、SPI-DDRではCPOL、CPHAは選択できません）。	DATA	=	MSB	または	LSB	を選択。	

InterFrame	SetupをAutoまたはManualに選択。

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数

トリガ設定 5つのSPIモードに対して、MSB/LSB、スレーブセレクトの有無にかかわらず、DATAでトリガ。 

InterFrame	Setupは、CHIP/SLAVE	SELECT信号（SIOPまたはSSPI）がない場合にCLOCKとDATA信号でトリガをかけられるように、クロックビット間の予想

最大時間をユーザー定義で設定することが可能。	通常、InterFrame	AUTO	のデフォルトである	4x	のビット長で十分ですが、これは任意の値に設定すること

が可能。

DATA設定 16進数： 

データバイト数	=	0	～	12	データはニブルで定義することも可能。	 

2進数：0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットまで対応。

データパターンは、12Byte/96bitのシーケンス内の任意の位置から開始するように設定することが可能。		

SIOP、SSPI、SPI-CUSTOMタイプでは、フレーム間時間設定可能。これにより、Chip/Slave	Select信号がない場合でもデコードが可能なように、クロックビット

間の想定最大時間をユーザが定義することが可能。	通常、InterFrame	AUTO	のデフォルトである	4x	のビット長で十分ですが、10	秒までの任意の値に設定

することが可能。	また、複数の（任意タイプの）SPIバイトパケットを複数のSPIデータバイトからなる1つの長いメッセージパッケージに定義することができ、その

上に最大12データバイトをトリガに定義することが可能（前述）。

DATA条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE

ビットレート 任意、最大25Mb/s（代表値）。 

クロック信号から自動検出

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。 

クロックまたはChip/Slave	SelectをEXTに入力することで、使用可能なアナログチャンネルを節約することが可能。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、2進数、ASCII

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。 

クロックチャンネルを表示オフにしても、データのデコードは可能（画面表示を簡素化）。	

デコード波形数 一度に最大4つのバスをデコード可能。	また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 DATAバイトのカラーコード表示。 

デコード情報は、タイムベース設定に基づいてインテリジェントに注釈表示。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、その他

各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示などが

可能。

パターン検索 前または次のMESSAGEまたはDATAパターンを16進数で検索。

SPIbusTDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	

ことが可能。

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガから

の時間)	 

シリアルメッセージは	"ID	="（該当箇所）とユーザー定義のDATAで最大2048ビットデータの任意の位置に条件<=、<、=、>=、<>、IN	RANGE、または	

OUT	OF	RANGEで定義することが可能。 

アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することが可能。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間ま

たはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages、Message Bit Rate、 Message Bus Load %　 

シリアルメッセージは、最大2048ビットのデータの任意の位置に	"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	in	range,	out	of	

range	"で定義可能。		

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの輝

度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。
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UARTおよびRS232

主な特徴

UARTバイト構造を完全に設定可能

 独自プロトコルにトリガできるカスタマイズ

可能なメッセージフレーム（1フレームに複

数バイト）

バイト定義で9ビット”address”また

は”wakeup”モードをサポート（トリガおよ

びデコード）

 デコード用として最大16ビットData word

をサポート

2進数、16進数、ASCIIまたは10進数デコ

ード

 IdleLowまたはIdleHighの両方に対応

 捕捉とトリガにアナログまたはデジタル

（MSO）入力を使用 

9ビット "Address"または "Wakeup"トリガ

ほとんどの	UART	トリガは、1	バイトで最大	8	データビット（stop/

startおよびパリティビットを除く）を想定しています。	しかし、本ソリ

ューションでは、通常のシリアルデータバイト送信に先立って、アドレ

ス、ウェイクアップまたは他の通信をおこなうためにUARTプロトコ

ルを使用する場合に対応し、9ビットデータバイトをサポートします。	

独自UARTベースプロトコルのフレーム間メッセージ時
間設定

独自フォーマットを持つUARTバイトベースのシリアルデータ信号が

しばしば使われます。複雑なトリガおよびデコードセットアップが可能

で、Interframe	Message	Time	Setupを使用し、連続したバイトを

1つのメッセージフレームに”パケット化”し、完全なマルチバイトフレ

ーム中の特定のバイト位置のシリアルデータでトリガすることも可能

です。その後、UARTデコードを使用して、個々のByteではなく、完全

なFrameとして情報をデコードすることができます。		
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仕様 

UART-RS232bus TD および UART-RS232busTDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

UART：

データソースの選択

ビットレート選択

データビット数選択	(5-9)

パリティ選択（奇数、偶数、なし）

ストップビット数選択	(1、1.5、2)

ビット順序選択（MSBまたはLSB）

極性選択（IdleLowまたはIdleHigh）

RS-232：

データソースの選択

ビットレート選択

データビット数選択	(5-8)

パリティ選択（奇数、偶数、なし）

ストップビット数選択	(1、1.5、2)

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数

トリガ設定 DATAまたはパリティエラートリガ

DATA設定 16進数：

データバイト数＝0～12。	データはニブルで定義することも可能。	

2進数：

1-96bitの場合、0,1,Xの任意の組み合わせデータパターンは12Byte/96bitのシーケンス内の任意の位置から開始するように設定可能。		

”フレーム”定義により、ユーザー定義の	”フInterframe	Time”値を通じて、UARTバイトパケットを1つの長いメッセージパッケージに定義することが可能。	こ

のモードでは、12	ビットのデータパターンは	2048	UART	バイトのメッセージフレーム内の任意の場所に定義することが可能。	

DATA条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、、または	DON'T	CARE

ビットレート 300b/sから10Mb/sまでの任意の公称値でユーザー定義

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、2進数、ASCII

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。 

BitRate、#	Data	Bits	(5～16)、Parity	(NONE、ODD、EVEN)、#	Stop	Bits	(1	or	2)、Bit	Order	(MSB	or	LSB)、Polarity	(IDLE	HIGH	or	IDLE	LOW)	を

選択	(RS-232	では	Bit	Order	と	Polarity	の設定は無し)	。 

フレーム定義では、ユーザー定義の”Interframe	Time”値により、UARTバイトパケットを1つの長い（デコードされた）メッセージパッケージに定義することが可

能。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 START	Bit、STOP	Bit、PARITY	Bit、DATA	バイトの色分け。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、その他

各種プロトコル固有の情報です。テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示などが可

能。

パターン検索 前または次のERRORまたはDATA	Byteを16進数で検索。

UART-RS232bus TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	

ことが可能。  

タイミング  

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガから

の時間)	 

シリアルメッセージは	"ID	="（該当箇所）とユーザー定義のDATAで最大2048ビットデータの任意の位置に条件<=、<、=、>=、<>、IN	RANGE、または	

OUT	OF	RANGEで定義することが可能。 

アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時

間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

メッセージ数、メッセージビットレート、メッセージバスロード% 

シリアルメッセージは、最大2048ビットのデータの任意の位置に	"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	in	range,	out	

of	range	"で定義可能。		

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。	

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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10BASE-T1S

主な特徴

Beacon、ID、ID + DATA、Commit/

Sync、ESD、CRC-Errorでトリガ

ノードIDを自動的に識別し、トリガ/デコード

の設定を簡素化

ノードIDやアイパターンによるフィルタで物

理層の問題を発見

独自の計測/グラフ機能：

	 -	自動計測パラメータでPLCAタイミング

を検証

	 –		シリアルDAC	-	デジタルデータを抽出

し、波形としてプロット

包括的で強力な10Base-T1Sトリガ

Beacon、ID、ID	+	DATA、Commit/Sync、ESD、CRC-Errorのトリガを可能にする機能を提供します。データフィールド内の特定のデータ

値や最大12バイトのデータ値の範囲を定義できるデータトリガ。PLCAサイクルの解析に基づくnote	IDのMACアドレスへの自動割り当て

により、トリガ/デコード機能のセットアップを簡略化します。

物理層の問題を特定するための優れたツール

特定のノードIDでデコードデータをフィルタできるほか、アイパターン

やバス固有のタイミング測定値を表示できるため、物理層やPLCAサ

イクルの問題を特定するのに役立ちます。
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仕様

10Base-T1S TD、10Base-T1STDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

ソースを選択。 

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数。

トリガ設定 Beacon、COMMIT/SYNC、ESD（ESDOK、ESDERR、ESDJAB）、ID、ID+DATA、Errorsでトリガ。

ADDRESS設定 フレームIDを16進数または2進数で指定。条件は<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CAREから選択。 

DATA設定 16進数：データバイト数	=	0～12。 

2進数：1～96	ビットの場合、	0、1、X	の任意の組み合わせ	データパターンは最大12バイト(96ビット）の長さで、シーケンスの任意の位置から開始するように

設定可能。

DATA条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE.

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数または2進数。

デコード設定 プロービングタイプの選択（差動プローブ、シングルエンドプローブ）	レベルを定義するか、オートレベルを使用。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示箇所 グリッド上捕捉波形にオーバーレイ

表示補助 Beacon、COMMIT、Preamble、SFD、Destination	Address、Source	Address、Type/Length、Data、FCS、ESD、Idleを色分け。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 以下を前方/後方検索：	Index、Time、Type、Destination	Address、Source	Address、Type/Length、Data、FCS、Status.

10Base-T1S TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る

ことが可能。 

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message（トリガから

の時間） 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビットのデ

ータの任意の場所に定義することができます。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することが可能。アナログ信号のホ

ールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

メッセージ数、メッセージビットレート、メッセージバスロード% 

シリアルメッセージは、最大2048ビットのデータの任意の位置に	"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	in	range,	out	

of	range	"で定義可能。		

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。アイの輝

度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。カスタムマスクを保存し、後で呼び出し

て使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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100BASE-T1 

主な特徴

リンク・スタートアップ・トリガ

リンク・スタートアップ時ハンドシェイクの

デバッグ

データパケットのデスクランブル

強化された信号分離

リンク・スタートアップとパケットエラーの

識別

リンク・スタートアップのデバッグ

マスターとスレーブ間のリンク・スタートアップ・ハンドシェイクをトリガし、デコードします。

ハンドシェーク・シーケンスの中でのデバイスの位置を把握し、適切なリンクが確立されな

い原因を突き止めます。

強化された信号分離 

TF-AUTO-ENETは双方向リンクのトラフィックをマスターからとスレーブからのそれぞれ独立な信号ビューに分離します。こ

のソフトウェアは、方向性結合器の指向性をリアルタイムに向上させ、他の方向性結合器のアプローチと比較して、優れた信号

忠実度を提供します。

元波形 ソフトウェア処理により指向性を改善した後
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仕様

100Base-T1 TDおよび100Base-T1 TDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

マスターとスレーブソースを選択

トリガ機能

トリガ設定 マスターまたはスレーブのスタートアップシーケンスでトリガ

トリガ入力 任意のアナログチャンネルまたはEXT入力

トリガUI トリガメニューに組み込まれ、他の一般的なトリガと同様に設定可能。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 三値シンボルまたはデスクランブルビット（16進数）。

デコード設定 プロービングタイプ（差動プローブ、シングルエンドプローブ）を選択。 

選択した伝送方向ごとにHighとLowのレベルを定義するか、Auto	Levelsを使用。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示箇所 グリッド上捕捉波形にオーバーレイ

表示補助 Packet、SSD、	ESD、Preamble、SFD、Destination	Address、Source	Address、Type/Length、Data,	FCS、Descrambler	Locked	Polynomial、Idleを色

分け。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 以下を前方/後方検索：Index、Time、Type.

100Base-T1 TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応します。シリアルDAC波

形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見ることが可能。	

タイミング  

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message（トリガから

の時間） 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビットのデ

ータの任意の場所に定義することができます。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号

のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages、Message Bit Rate、Message Bus Load % 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することが可能。	

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。アイの輝

度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。カスタムマスクを保存し、後で呼び出し

て使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示しま

す。Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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CAN、CAN FD、CAN XL

主な特徴

DBCまたはARXMLファイルによるシンボリ

ックトリガ設定、デコード、データ抽出および

グラフ設定

 エラーフレームは赤色でハイライト表示

DATAトリガパターンはフルバイト/ニブル

未満の設定、バイトにまたがった設定が可能

条件付きID定義（<、<=、=、>、>=、<>、IN 

RANGE、OUT of RANGE）

29-bit GM CAN Priority ID、Source 

ID、Parameter IDのトリガおよびデコード

に対応

最大20Mb/sのCAN XL SICおよびFAST

モードに対応

シンボリックファイル(DBC、ARXML)のサポート

CAN、CAN	FD、CAN-XLデコードオプションは、トリガ用の

信号選択およびCAN	to	ValueシリアルデータDACセット

アップで、お客様提供のDBCまたはARXMLファイルを使用

することができます。	さらにデコード注釈も、メッセージと信

号の構造がシンボリック形式で完全に記述されます。

データバイトに跨る柔軟なトリガ

CANは、現在も車載用シリアルデータバスとして最も多く使用され

ています。多くの車載バス・ソフトウェアアーキテクチャは非常にメッ

セージ密度が高く、1つのメッセージのデータは複数のデータバイト

に分散しています。16進数表示および計測ツールでは、1	つまたは

複数のデータバイトの特定のビットレベルのデータパターン、例え

ば17～28ビットの中の3,	4,	5バイトのデータ位置を分離すること

が可能です。これは、必要な情報や動作を正確に切り分ける上で大

きな利点となります。	シンボリック・メッセージ/シグナル設定はさら

に簡単です。		
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仕様 

CAN FDbus TD  
CAN XL TD

CAN FDbus TDME Symbolic 
CAN XL TDME Symbolic

定義

プロトコルの設定
CAN	FDbusとCAN	XL	ソース選択　	公称ビットレート選択　CAN	FDbusとCAN	XLではデータビットレートについても選択 
CAN FDbus: フレームタイプ選択（EDL）	Both（X）、CAN	Standard（0）、CAN	FD（1）ISO	FRAME	および	BR	Select（BRS）選択	Any（X）、Normal（0）、FD（1） 
CAN XL: フレームタイプ選択	Any、CAN	Std、CAN	FD	または	CAN	XL.CAN-XL	FASTおよびBRを選択　(BRS)選択	Any(X)、Normal(0)、FD(1)

トリガ機能

フォーマット
CAN FDbus :IDおよびDataは16進数または2進数	 
CAN XL: ID、Data、VICDは16進数または2進数	

CAN FDbus: IDおよびデータはシンボリック、16進数または2進数 

CAN XL: ID、データ、VICDはシンボリック、16進数、2進数

トリガ設定

CAN FDbus: ID、ID+DATA、REMOTE、ERROR、ALL（データ、リモート、エラーフレーム）フレームでトリガ。 
CAN XL:	ID、ID+DATA、REMOTE、ERROR、ALL	Frame（Data、Remote、Error	Frame）でトリガ。 
要求（Bit）サンプリングポイントを20～90%で設定（Basic）、またはProp	Seg,	Phase_Seg1,	Phase_Seg2,	SJWをNominal	Bit	Time,	FD	Bit	Time,	XL	Bit	Timeで独立して設定
（Advanced）。

ID設定

16進数または2進数： 
STD（11ビット）、EXT（29ビット）または任意のIDを、<=、<、=、>、>=、<>、IN	
RANGE、OUT	OF	RANGE、DON'T	CARE	のいずれかの条件で指定。 
11ビットと29ビットの両方のIDがバス上に存在する場合のトリガをサポート。

Symbolic： 
ユーザーにより提供されたDBCまたはARXMLデータベースファイルを使用して、トリガす
るメッセージを指定。	ノード、メッセージ、シグナルでソートされたリストから選択。 
16進数または2進数： 
STD（11ビット）またはEXT（29ビット）のIDを、<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	
OF	RANGE、DON'T	CARE	のいずれかの条件で指定。 
11ビットと29ビットの両方のIDがバス上に存在する場合のトリガをサポート。

DATA設定   

16進数： #	Data	Byte=	0～24　データバイトはニブルで定義可能。 
2進数： 0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットに対応。 
任意の長さで、最大512Byte（CAN、CAN	FD）または16384bit（CAN	XL）シーケンスの
任意の位置から開始するように設定可能。Byte	Order	Intel	または	Motorola	フォーマッ
ト、Signed	または	Unsigned	Data。

Symbolic：ユーザー提供のDBC/ARXMLデータベースファイルで定義されている通りに、
スケーリングされ単位換算された値を持つメッセージと信号に変換。 
16進数：#	データバイト＝0～24	データバイトはニブルで定義することが可能。 
2進数：0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットに対応。 
任意の長さで、最大512Byte（CAN、CAN	FD）または16384bit（CAN	XL）シーケンスの
任意の位置から開始するように設定可能。Byte	Order	Intel	または	Motorola	フォーマッ
ト、Signed	または	Unsigned	Data。

DATA 条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、DON'T	CARE（>	15Mb/sのビットレートでは使用不可）のいずれか。

エラーフレーム設定
All	Error	Frames,	Stuff	Bit	Errors,	CRC	Mismatch	Errors,	Stuffbit	Counter	Error,	Stuffbit	Counter	Parity	Error	の中から任意の組み合わせを選択。CAN	XL	
:Form、Ack、PCRC	Preface、FCP	Fomat、FCRC	Frame	CRC（>	15Mb/sのビットレートでは使用不可）。

リモートフレーム設定
IDに対応。	ID条件設定と同じ機能（>	15Mb/sのビットレートでは使用不可）。 

ビットレート
公称ビットレート：10,	25,	33.333,	50,	83.333,	100,	125,	250,	500	kb/s,	1Mb/sの定義済み公称値、または10kb/s～1Mb/sのユーザー定義公称値。 
データビットレート FD：0.5、1.0、1.5、2.0、5.0、8.0、10	Mb/s	の定義済み公称値または	0.5	～	10	Mb/s	のユーザー定義された任意の公称値。 
データビットレート XL：0.5、1.0、1.5、2.0、5.0、8.0、10	Mb/s	の定義済み公称値または	0.5	～	10	Mb/s	のユーザー定義された任意の公称値。

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数
シンボリック（メッセージおよび信号レベル）または16進数。シンボリックデコードには、ユー
ザー提供のDBCまたはARXMLデータベースファイルが必要。

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード波形数 一度に最大4つのバスをデコード可能。	また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示箇所 グリッド上捕捉波形にオーバーレイ

表示補助

16進数：FRAME、ID、IDE、RTR、SRR、RRS、FDF、XLF、Res/Res-XL、BRS、ESI/ADS、SD
T、SEC、DLC、SBC、PCRC、VCID、AF、DATA、CRC、PCRC、FCP、DAS、ACK、STUFF	
BITS、BIT	INDEX、ERRORを色分け表示。	エラーフレームは可能な限り復号化され、破損
していない部分はタイプを識別するために復号化。 
いずれの場合も、タイムベースの設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈づ
けし、捕捉した波形に重ね合わせて表示。	

Symbolic：FRAME、ID、IDE、RTR、SRR、RRS、FDF、XLF、Res/Res-XL、BRS、ESI/ADS、S
DT、SEC、DLC、SBC、PCRC、VCID、AF、DATA、CRC、PCRC、FCP、DAS、ACK、STUFF	
BITS、BIT	INDEX、ERRORを色分け表示。	テキストメッセージ名、単位付き物理信号
値、ARXML	PDU	ID、名前のデコードが含まれる。	エラーフレームは可能な限り復号化さ
れ、破損していない部分はタイプを識別するために復号化。 
16進数：FRAME、ID、IDE、RTR、SRR、RRS、FDF、XLF、Res/Res-XL、BRS、ESI/ADS、SD
T、SEC、DLC、SBC、PCRC、VCID、AF、DATA、CRC、PCRC、FCP、DAS、ACK、STUFF	
BITS、BIT	INDEX、ERRORを色分け表示。	エラーフレームは可能な限り復号化され、破損
していない部分はタイプを識別するために復号化。 
いずれの場合も、タイムベースの設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈づ
けし、捕捉した波形に重ね合わせて表示。	

テーブルの構成、 
エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、その他各種プロトコル固有の情
報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示などが可能。	

パターン検索
CAN	FDbus:前方/後方インデックス、ID、IDE、DLC、DATA、STATUSを検索。CAN	XL：前または次のインデックス、Idx、ID、IDE、FDF、XLF、ADS、SDT、BRS、ESI、DLC、PCRC、VCID
、AF、CRC、FCP、DAS、CL、STATUSの検索が可能。

CAN FDbus Symbolic、CAN XL Symbolicのみ
計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナログ10進数値で表示。	
異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応します。シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換された
データを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	ことが可能。

タイミング  

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガからの時間)	 
シリアルメッセージは	"ID	="（該当箇所）とユーザー定義のDATAで最大2048ビットデータの任意の位置に条件<=、<、=、>=、<>、IN	RANGE、または	OUT	OF	
RANGEで定義可能。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐた
めに、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages、Message Bit Rate、Message Bus Load %シリアルメッセージは、最大2048ビットのデータの任意の位置に	"ID	="（該当する場合）とユーザー定義
の	"DATA	<=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	in	range,	out	of	range	"で定義可能。		

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。アイの輝度を0～100%
で調整可能。ズーム、オートスケールに対応。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。カスタムマスクを保存し、後で呼び出して使用するこ
とが可能。標準的なCANマスクも各種選択可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 
Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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FLEXRAY

主な特徴

最も包括的なオシロスコープベースの

FlexRayソリューション

以下のトリガに対応： 

 •  Frame	ID	(Static	and	Dynamic) 

 •  Frame	Cycle	Count 

 •  Frame	Qualifiers 

 •  Symbols 

 •  Errors

物理層計測パラメータ 

 •  Propagation	Delay 

 •  Asymmetric	Delay 

 •  Truncation 

 •  Jitter 

 • 	SI	Voting

2.5、5、10Mb/sの各信号に対応

豊富なトリガ機能

複雑なFlexRayプロトコルに簡単にトリガすることができます。ボタンを押すだけで簡単にTSS（スタート）シンボルをトリガしたり、ID、Cycle	

Count、Cycle	Repetition	Factor、Frame	Qualifier.を含むFlexRayフレームの任意の部分でトリガを設定することができます。	ま

た、FlexRayで定義されたシンボルやエラーもトリガに組み込むことができ、必要に応じてシンプルなものから高度なものまで設定すること

ができます。条件付きトリガは、フレームIDまたはサイクルの任意の範囲でトリガするように設定可能です。

強力な物理層テスト

FlexRay	アイパターン・マスクテストでは、FlexRay信号の

全ビットを、ユーザーが選択したマスクつきでアイパター

ンにオーバーレイ表示します。特定のフレームIDまたはID

範囲でトリガ、または1つの長時間捕捉の中の特定IDをフ

ィルタリングし、アイパターンにそれらのメッセージのみを

表示することができます。SI	Votingに対応。Propagation	

Delay、Asymmetric	Delay、Truncation、Jitterなどの

主要なタイミングパラメータは、信号がチャンネルに沿って

どのように伝搬するかを理解するのに役立ちます。統計や

ヒストアイコンを使うことで、より深い理解が可能です。
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仕様 

FLEXRAYbus TDおよびFLEXRAYbus TDMP

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

ソースを選択。	BitRateを選択。

FlexRayチャンネルAまたはチャンネルBを選択。

トリガ機能

フォーマット フレームIDを16進数または2進数で指定。

サイクルカウントは10進数。

トリガ設定 TSS	(Start)、Frame	ID、Cycle	Count、Symbols、Errorでトリガ。

FRAME設定 フレームIDを16進数または2進数で指定。条件は<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CAREから選択。

サイクルカウントを0～63の範囲で指定。条件は<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、DON'T	CAREから選択。	Repetition	Factorを	1、2

、4、8、16、32、64から指定。

各種フレーム条件（Payload	Preamble、Null	Frame、Sync	Frame、Startup	Frame）を	0、1、X（don't	care）で指定。

DATA設定 16進数：

データバイト数＝0〜8	データはニブルで定義することも可能。	

2進数：

1～64	ビットの場合、	0、1、X	の任意の組み合わせ	データパターンは任意の長さで、最大	8Byte/64Byte	のシーケンスの任意の位置から開始するように設

定可能。

エラー設定 以下のエラーの任意の組み合わせでトリガ： 

Frame	Start	Sequence	(FSS)	Error	-	TSSと最初のバイトの間のロジックハイ時間が長すぎる場合にトリガ。Byte	Start	Sequence	(BSS)	Error	-	BSSパタ

ーンが期待されるバイト間に見られない場合にトリガ。 

Frame	End	Sequence	(FES)	Error	-	最終バイトの後にFSが見られない場合にトリガ。 

Header	CRC	Error、Payload	CRC	Error	(Payload	Channel	A	または	B	を選択)。

シンボルトリガ 以下のいずれかの組み合わせでトリガ。 

Channel	Idle	Delimiter	(CID)	Symbol、Collision	Avoidance	Symbol	(CAS)	および	Media	Access	Test	Symbol	(MTS)または	Wakeup	Pattern	

(WUP)

ビットレート 2.5、5、10Mb/sの定義済み公称値、または1Mb/s単位のユーザー定義公称値

トリガ入力 任意のアナログチャンネルまたはEXT入力

デコード＋サーチ機能

フォーマット サイクルカウント(10進数）を除き、16進数

デコード設定 Highレベル、Lowレベルに閾値定義が必要。	デフォルトは絶対値（単位：ボルト）振幅。	チャンネル（AまたはB）を選択。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 Color	Coding	for	FRAME、TSS、CID、FSS、Frame	Qualifiers、Slot	ID、Payload	Length、Header	CRC、Cycle	Count、Data、BSS、Payload	CRC、FES. 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 前方/後方フレーム、ID（16進数形式）、エラーフレームで検索。

FLEXRAYbus TDMPのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。	シリアルDAC

波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見ることが可能。

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガか

らの時間) 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビットのデ

ータの任意の場所に定義することができます。	アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号

のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パメータ

Number of Messages、Message Bit Rate、Message Bus Load % 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することが可能。	

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ FlexRay	PHY：SI	Votingに対応（ONまたはOFF）。	SI	Voting	ON	の場合、Positive	Bit	Length、Negative	Bit	Length（または両方）、Filtered	Input	に対

してのvoting選択が可能。	SI	Voting	OFF時、Propagation	Delay、Asymmetric	Delay、Frame	TSS	Length	Change、Jitterの任意の組み合わせ。		 

アイパターン：Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。	 

標準のFlexRay	TP1、TP1	Bus	Driver、TP11、TP11	Active	Starも使用可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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LIN

主な特徴

 LIN 1.3、2.x、J2602対応

 Break（Start of Message）

、ID、ID+DATA、Error Frameトリガ

Error Frameは赤色でハイライト表示

 Error-frameトリガは、Checksum、Header 

Parity、またはSync Byteタイプの一部また

は全部を含めることが可能。

 条件付きID定義（<、<=、=、>、>=、<>、IN 

RANGE、OUT of RANGE）

複数のLINバージョンのトラフィックが混在

するバスのデコードをサポート

フレキシブル・エラーフレームトリガ

Checksum、Header	Paerty、Sync	Byte	error	frameタイプの

任意の組み合わせでトリガするように選択。また、Checksum	Error

で、Frame	ID、LIN	Version、Number	of	Data	Byteをさらに定義

することが可能。

データバイトに跨る柔軟なトリガ

他の多くの車載バス・ソフトウェアアーキテクチャは非常にメッセージ

密度が高く、1つのメッセージのデータは複数のデータバイトに分散

しています。レクロイのLINトリガと計測ツールは、1つまたは複数の

データバイトにおける特定のビットレベル・データパターンを分離す

ることができます。これは、必要な情報や動作を正確に切り分ける上

で大きな利点となります。	
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仕様 

LINbus TDおよびLINbus TDME
定義

ソースおよび 

プロトコル設定

ソースを選択。	BitRateを選択。

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数

トリガ設定 （Sync）Break（Start	of	Message）、Frame	ID、Frame	ID+DATA、Error	Frame（Checksum、Header	Parity、Sync	Byte	error	frameの任意の組み合わ

せ）でトリガ。

ADDRESS設定 <=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	IN	RANGE,	OUT	OF	RANGE,	DON'T	CARE	のいずれかの条件で、ADDRESSを1つ指定。

DATA設定 16進数：

データバイト数＝0〜8	データはニブルで定義することも可能。	

2進数：

1～64	ビットの場合、	0、1、X	の任意の組み合わせ	データパターンは任意の長さで、最大	8Byte/64Byte	のシーケンスの任意の位置から開始するように設

定可能。

DATA条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE

エラー設定 Checksum	Error、Header	Parity、Sync	Byteのいずれかのタイプの組み合わせを選択。 

フレームID、LINバージョン、#データバイトのチェックサムエラー設定

ビットレート 1.2、2.4、4.8、9.6、10.417、19.2	kb/s	の定義済み公称値または	300	b/s	～	40	kb/s	のユーザー定義された任意の公称値。

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、2進数

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。 

BitRateを選択。	LINのバージョン（1.3、2.x、J2602、ALL）を選択。	LINバージョンが混在するバスのLINメッセージの解読

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 FRAME、BREAK、START/STOPビット、SYNCHビット、ID、IDパリティ、DATA、CRCの色分け表示。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。

パターン検索 前方/後方フレーム、ID（16進数形式）、エラーフレームで検索。

LINbusTDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	

ことが可能。

タイミング  

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガから

の時間)	 

シリアルメッセージは	"ID	="（該当箇所）とユーザー定義のDATAで最大2048ビットデータの任意の位置に条件<=、<、=、>=、<>、IN	RANGE、または	

OUT	OF	RANGEで定義することが可能。 

アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することが可能。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間ま

たはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate, Message Bus Load % 

シリアルメッセージは、最大2048ビットのデータの任意の位置に	"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	in	range,	out	

of	range	"で定義可能。		

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの輝度を

0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。	

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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SENT

主な特徴

SENTおよびSENT SPCをサポート

フレームをニブルまたはワードとしてデコ

ード

FastおよびSlow Channelデコードと解析

をサポート

埋め込まれたSENTデータの抽出とプロット

SAE規格適合試験をサポート

SENT SPCのデバッグおよび特性評価

最大4本のMTP長を定義し、同一線上にある最大4つの”スレーブ”センサを解析することが可能。column	to	value	パラメータを使用し

て、MTP	の経時的な安定性を検証し、センサの活動をシステム内の他の信号と相関させます。

FastおよびSlowチャンネル

最大4つのFastチャネルを定義し、各データワードのニブル数および

オフセットを独立して指定。色分けされたデコードテーブルは、Slow

チャンネルのビットがFastメッセージにどのように分配されるかを示

します。
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仕様 

SENTbus TDおよびSENTbus TDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

ソースを選択。

SENT：SENT	FEB	2008、JAN	2010、APR	2016版またはSENT	SPCを選択。

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数。

トリガ設定 Start	of	Frame	(Any、Slow	Channel	Message、Fast	Channel	Message)、Slow	Channel	ID+DATA	(Any、Short	Serial	Message、Enhanced	

Serial	Message)、Fast	Channel	ID+DATA、Error	(Successive	Calibration	Pulse	Error、Pulse	Period	Error、Fast	Channel	CRC	Error、Slow	

Channel	CRC	Error、All	CRC	Errorの任意組み合わせ).でトリガ。

スローチャンネルID 16進数または2進数で4ビットまたは8ビットのSlow	Channl	ID	1つを指定。

DATA設定 データ値：データは16進数（定義されたニブル数または選択されたメッセージタイプに対して0～Fの任意の組み合わせ）または2進数（定義されたニブル数ま

たは選択されたメッセージタイプに対して0、1、Xの任意の組み合わせ）で定義可能。Fast	Channel：ニブル長（最大6ニブル）、ニブル位置（0～5）を定義。

DATA条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE.

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

トリガUI トリガメニューに組み込まれ、他の一般的なトリガと同様に設定可能。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数または10進数。

デコード設定 SENTおよびSENT SPC： 表示形式：	Decode	Type（NibbleまたはWord）、Nibble	Details（On/Off）； 

物理層：Tick	Time（400nsec～3msec）、Tick	Time	Tolerance（1％～50％）、Idle	State（HighまたはLow）、Nibbles（3～9）； 

プロトコル詳細：SENT	Version（FEB2008、JAN2010、またはAPR2016）、New	CRC（On/Off）、Pause	Pulse（On/Off）； 

チャンネル選択：Fast	Only,	Slow	Only	または	Both； 

レベルおよびヒステリシス：PercentまたはAbsolute； 

”Words”でデコードの場合、”Fast	Cannels”にはペイロード解釈のための４つのフィールド(D0,	D1,	D2,	D3)があり、Offset、Nibble、Order(MSBまたは

LSB）の定義を含みます。”Words”でデコードの場合、”Slow	Channels”では、TXTファイルで入力されたユーザー定義テーブルを読み込み、スローチャンネル

でのシンボリックデコードが可能。 

SENT SPC： Master	Trigger	Pulse	Length：最大4つのIDのLengthを定義（4～500us）； 

CRC：Version（J2716、Infineon、Method	O、Method	E）には、Status	and	Communication	Nibbles（SCN）、ID、Rolling	Counter（RC）を含む。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 SENTおよびSENT SPC： SENT	Packet、Synchronization	Pulse、Status	and	Communication	Nibble、Reserved	for	Application	Status、Serial	

Data	Message	Bits、Data	Nibbles、CRC、Pause	Pulse全般を色分け表示。スローチャンネルの場合、ビットレベルのアノテーション。 

SENT SPC： Master	Trigger	PulseとSensor	Response	Timeの色分け表紙。タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉

波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 SENTおよびSENT SPCデコードが	"Nibbles	"に設定されている場合、以下のいずれかを検索：Idx、Time、Sync、Tick	

Time、Message、Nibbles、RMS、Pause	Pulse、Status。デコードが	"Words	"に設定されている場合、Idx、Time、Sync、Tick、Message、Stat、b0、b1、b2

、b3、D0、D1、D2、D3、CRC、RMS、ID、データ、Pause	Pulse、Statusを検索。 

SENT SPCデコードが	"Nibbles	"または	"Words	"に設定されている場合、以下のいずれかを検索：Master	Trigger	Pulse、Response	Time、ID	Mux.

SPIbus TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応します。	シリアル

DAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	ことがで

きます。

タイミング  

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガか

らの時間). 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビットのデ

ータの任意の場所に定義することができます。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号

のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することができます。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages、Message Bit Rate、Message Bus Load %  

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することができます。	

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。カスタムマスクを保存し、後で呼び出し

て使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示。Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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主な特徴

ユーザー提供のULDFデータベースファイ

ルを用いてシンボリックデコードを実行。

デコード表示形式コントロール選択 

 •  8+24 

 •  8+2+19+2+1 

 •  ユーザー定義

 デコード注釈表示： 

 •  Frame 

 •  ID 

 •  Label 

 •  Raw	Bits 

 •  SDI 

 •  Data 

 •  SSM 

 •  Parity 

 •  Symbolic	MessageとSymbol

シンボリックデコードのオーバーレイ表示

デコードされたデータをユニークかつ強力な方法で表示。ユーザーから提供されたULDFファイルを使用することで、ラベルや

機器IDのフィールドを直感的で解釈しやすい方法で表示することができます。ULDFラベルファイルは、ARINC429トークン定

義を含むCSV（Comma	Separated	Variable）ファイルです。	ラベルファイルの作成と修正にはテキストエディタを使用する

ことができ、ラベルに定義できる信号の数に制限はありません。ここで、指定変換データは、Selected	Mach	=	645	Machで

す。	

シンボリックデコード・プロトコル・テーブル

シンボルデータがプロトコルテーブルに表示されます。Lab

el、SID、Data、SSM、Parity、Symbolic	Messageなどの各

ARMIC	429	wordの貴重な情報を素早く表示

ARINC 429
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仕様

ARINC429Bus D SYMBOLICおよびARINC429Bus DME SYMBOLIC

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

ソースを選択。	BitRateを選択。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数またはSymbolic+16進数	シンボリックデコードには、ユーザー提供のULDFデータベースファイルが必要。

デコード設定 Highレベル、Lowレベルに閾値定義が必要。	デフォルトは絶対値（単位：ボルト）振幅。	表示形式（8+24、8+2+19+2+1、またはユーザー定義）を選択。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 Frame、ID、ラベル、Raw	Bits、SDI、Data、SSM、Parityを色分け表示。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 Previous	or	Next	IDX、Time、OctalDigits、Label、SDI、Data、SSM、Parity、Msg、Statusを検索

ARINC429Bus DMESYMBOLIC のみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	

ことが可能。

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガか

らの時間). 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビットのデ

ータの任意の場所に定義することが可能。 

アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時

間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate、Message Bus Load % 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することが可能。	

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。	

マスク抵触位置

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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MIL-STD-1553

主な特徴

最も包括的なMIL-STD-1553オシロスコー

プトリガを提供 

 •  Transfers 

 •  Command	Words 

 •  Data	Words 

 •  Status	Words 

 •  Error	Words 

 •  Response	Times 

 •  Intermessage	Gap	Times

条件付きADDRESS定義（<、<=、=、>、>=

、<>、IN RANGE、OUT of RANGE）

特定のRTアドレス、サブアドレス、データ値、

モードコードを完全に切り分け

MIL-STD-1553のバージョンA、Bに対応

高い柔軟性の強力なトリガ機能

MIL-STD-1553トリガは、Transferレベルま

たはWordレベルで設定することができ、適切

なレベルでのトリガを提供します。また、エラ

ートリガは、TransferレベルまたはWordレベ

ルでプロトコルエラーの原因を突き止めるこ

とができます。Wordレベルトリガにより、RT

アドレス、サブアドレスの条件付き入力が可

能です。	

MIL-STD-1553 TDおよびMIL-STD-1553 TDME

定義

ソース設定 ソースを選択。

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数（ワードカウントの場合は10進数）。

トリガ設定 COMMAND	WORD、STATUS	WORD、DATA	WORD、ALL	WORDS、ERROR、RESPONSE	TIME、INTERMESSAGE	GAP	TIMEなど、任意の

TRANSFERでトリガ。	TRANSFERSは、メッセージタイプBC-RT、RT-BC、RT-RT、MODE	COMMAND、MODE	COMMAND	&	DATA（XMIT）、MODE	

COMMAND	AND	DATA（RCV）、各種BROADCASTS（BC-RT（S）、RT-RT（S）、MODE	COMMANDおよびMODE	COMMAND	AND	DATA）の選択に

よりさらに条件づけすることが可能。

アドレス設定 COMMAND	WORDのトリガには、5ビットのRemote	Terminal（RT）Address	ID（s）またはSub	Addressを<=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	IN	RANGE,	OUT	OF	

RANGE,	DON'T	CAREという条件で、Transmit/Receiveビット設定を0、1、X(don’t	care)条件で指定。		

STATUS	WORDトリガでは、<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、DON'T	CAREを条件に5ビットRT	Address	IDを指定；Message	

Error、Instrumentation、Service	Request、Broadcast	Command	Received、Busy、Subsystem	Flag、Dynamic	Bus	Contol	Acceptance、Terminal	

Flagを0、1、X（(don’t	care)としてStatus	Word	bitsに指定。

RT	AddressまたはSub	Addressを含むTRANSFERについては、上記と同じ設定とする。

16進数または2進数で設定可能。
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仕様

MIL-STD-1553 TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応します。	シリアルDAC

波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	ことが可能。

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガか

らの時間) 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビットのデ

ータの任意の場所に定義することが可能。		アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号の

ホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate, Message Bus Load %.	 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することが可能。	

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。	

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	

MIL-STD-1553 TDおよびMIL-STD-1553 TDME（続き）

DATA設定 Data	Word	Count：いずれのTRANSFERでも、Data	Word	Countを32データワードまで10進数で指定。

DATA	WORDまたはTRANSFER	データ設定（16進数）：データバイト数＝最大2（1データワード）バイト長、ニブルで設定可能。

DATA	WORD	または	TRANSFER	データ設定（Binary）：0、1、Xの任意の組み合わせで1～16ビットまで対応。	

Data	patternは、最大2バイト/16ビット配列（DATA	WORD）または最大64バイト/512ビット配列（TRANSFER）の任意の位置から開始するように設定可能。

DATA条件設定 Data	Word	Count：<=、<、=、>、>=、<>	データ設定：<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE

モードコマンド設定 TRANSFER	MODE	COMMANDS	及び	COMMAND	WORDS	は、Mode	Code（0～31、説明付き）を選択し、モードコードの条件を	<=,	<,	=,	>,	>=,	

<>	とすることで指定可能。

ステータス設定 TRANSFER	WORD、STATUS	WORDの各ビットに0、1、X（don't	care）を選択。以下を選択：Message	Error、Instrumentation、Service	

Request、Broadcast	Command	Received、Busy、Subsystem	Flag、Dynamic	Bus	Acceptance、Terminal	Flag

エラー設定 チェックボックスを使用して、1つまたは複数のWord	LevelまたはTransfer	Levelのエラーを選択。	Word	Level	error選択：Invalid	Sync、Manchester	

Error、Idle	Error、Parity	Error。	Transfer	Level	error選択：Bad	Word	Count、Address	Mismatch、Non-Contiguous	Data、Sync	Error。

その他の設定 Response	Time	Setup：Conditional	Setup	<,	>,	in	range,	out	of	range；	Value	Setup：0～32.752マイクロ秒。 

Intermessage	Gap	Setup：Conditional	Setup	<,	>,	in	range,	out	of	range；	Value	Setup：0～32.752マイクロ秒。

ビットレート 1	Mb/s、公称値設定済み

トリガ入力 任意のアナログチャンネルまたはEXT入力

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、2進数、10進数（2進数はAddressでは使用不可）。

デコード設定 Highレベル、Lowレベルに閾値定義が必要。	デフォルトは絶対値（単位：ボルト）振幅。		テーブル（表示）モード（WORDまたはTRANSFER）を選択。	Response	

TimeおよびInterMessage	Gap	Time	limitを定義。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 Message、Word,	Sync	bits、RTA	AddressおよびSubAddress	bits、Receive/Transmit	bit、Data	Count		bits、Data	(Payload)	bytesおよびSingle-bit	

Condition	Codes、Reserved	bits、Response	Time	CheckおよびInter-Message	Gap	Time、Word	and	Transfer	Level	Error	Codes.を色分け表示。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 Previous	or	Next	Index、Time,	Message、Transaction、Type、Summary、Sync、RT	Address、T/R、SubAddress、Count、ModeCode、Parity、Res

ponse	Time、RT	Address	ACK、Message	Error、Inst、SRQ、Reserved、Broadcase	Rx、Busy、SubSystem	Flag、Dynamic	Bus	Access、Terminal	

Flag、Data、IMG、Statusを検索。
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USB 2.0

主な特徴

USB 2.0のLow/Full/Highスピードに対応

（1.xおよび2.0）

USBパケットタイプでトリガ： 

 •  Token 

 •  Data 

 •  Handshake 

 •  User-defined

トランザクション・トリガをサポート

包括的なプロトコルエラーおよびバスイベ

ント・トリガ機能

イベント、パケット、トランザクション、エラー

による包括的な検索が可能

最も包括的なUSBトリガ

アドレス、エンドポイント、スプリットタイプ、ハブ、ポートなど、あらゆるタイプのパケットをトリガすることができ、ユーザー定義パケットも

完全にサポート。特定の場所にある特定のデータペイロードでトリガ。または任意の3つのPacketを1つのトリガ条件とすることができま

す。Token、Data、Handshake、User-Definedパケットを自由に組み合わせて、USBトランザクショントリガを作成。このような高度な機能

は、通常、専用のプロトコルアナライザにしかありません。

検索とズーム

USB	1.x/2.0デコードパッケージの強力な検索エンジンは、イベン

ト、パケット、トランザクション、プロトコルエラーを素早く見つけるこ

とができます。デコードされたデータの長い記録を、45の利用可能

な検索条件のいずれかの値を入力して検索、または単に次の発生を

見つけることによって検索することができます。例えば、長い記録の

中から、EOPのたびに頻発しているグリッチを探し出すことができま

す。
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仕様

USB2bus TDおよびUSB2bus TDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

USB	Low、Full、High	Speed	(1.x	および	2.0)	のいずれかを選択。

Sourceを選択（スピードと使用するプロービングシステムに応じて、1つまたは複数）。

D+とD-の電圧レベルを選択（LowおよびFullスピードのみ）

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数

トリガ設定 Packet	Type（Any、Token、Data、Handshake、User-Defined）、Proocol	Error、Transaction（Token、Data、Handshake、User-defined	Packetを

Transactionに組み合わせ可能）、またはBus	Eventでトリガ。

パケット設定 以下の任意のパケット：ANY	SYNCHパターンでトリガ

Token Packet：ANY	Token	Packetでトリガ。PREAMBLE/ERR	Token	Packetを選択。特定のフレーム番号のSOF	Token	Packetを

選択。OUT、IN、SETUP、またはPING	Token	PacketでAddressとEndpointを指定するか、"don't	care	"を選択。	SPLIT	TYPE、HUB	

ADDR、PORT、S（speed/start）、E（nd）、ET（SPLIT	typeの場合）を指定したSPLIT	Special	Token	Packetを選択。USER-DEFINEDを選択。任意の種類の3

つのToken	Packetのいずれかにトリガ、および”OR”条件でトリガ。

Data Packet：ANY	DATA	PACKETでトリガ。DATA0、DATA1、DATA2、MDATAのいずれかのデータパケットをトリガ。Data	Payload値やData	Length

値を個別に設定可能。	

Handshake Packet：ANY	Handshake	Packetでトリガ。	特定のACK、NAK、NYET、STALL、ERR	Handshake	Packetでトリガ。

Transaction Packet：任意のUSBトランザクションでトリガ	－　Token、Data、Handshake、User-Defined	Packetの許容されるセットをトランザクションで

組み合わせ、そのセットが検出された時にトリガ。

DATA設定 任意のDATA	PACKETにおいて、OR論理で最大3つのデータ条件で定義。		データ条件は、Any、DATA0、DATA1、DATA2、MDATA	タイプのデータペイロ

ードパターンまたはデータ長。	 

Data	Payload	Pattern設定（16進数）：データバイト数＝1～16。	データはニブルで定義することも可能。	データペイロードパターンセットアップ（2進数）：0

、1、Xの任意の組み合わせで1～128ビットまで対応。	データペイロードパターンは、最大128Byte/1024bitのシーケンスの任意の位置から開始。 

Data	Length設定：16進数；	#	Data	Bytes	=	0	～	12.

データ条件設定 Data	Payload:	=、<>、DON’T	CARE.		Data	Length:	<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、ANY	LENGTH

エラー設定 PID/Check	Error、CRC5	Error、CRC16	Error、Frame	Length	Error、Bad	Data	Toggle	Error、PID0	Errorの任意のOR条件でトリガ。

バスイベント設定 Reset、Resume、Suspend、Chirpの任意のOR組み合わせでトリガ。

ビットレート Low、Full、High-speedのいずれかの事前定義値

トリガ入力 USB	1.xおよびUSB	2.0（LowスピードおよびFullスピード）：任意のアナログチャンネルまたはExt入力を使い、２つの入力が必要。USB2.0（Hiスピード）：各オ

シロスコープ製品により決められた、あらかじめ定義されたチャンネル。	入力には、適切な差動プローブを使用する必要があります。

デコード＋サーチ機能

フォーマット USB	2.0リンクおよびデータレイヤープロトコルのデコードを16進数で実行

デコード設定 バススピード（Low、Full、High）を選択。	プローブタイプ（シングルエンドプローブx1、シングルエンドプローブx2、差動プローブ）を選択。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 Transaction、Packet	(Handshake、Token、Data)、Control	Sequences	(Synch	bits、PID	bits、Check	bits、	EOP	bits)、Device	

Address、Endpoint、Data	Payload、CRC5	or	CRC7、Inter-packet	Idle、Inter-transaction	Idleを色分け表示。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 Event,	Token	Packet、Data	Packet、Handshake	Packet、Transaction	Packet、Protocol	Error	(45の固有の条件)を検索。

USB2bus TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応します。シリアル

DAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る	ことが可

能。

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガ

からの時間).	シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大

2048ビットのデータの任意の場所に定義することができます。	アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができま

す。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages、Message Bit Rate、Message Bus Load % シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=

、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任意の場所に定義することが可能。	

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することができます。	

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示しま

す。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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USB-PD (USBパワーデリバリ)

主な特徴

最も包括的なオシロスコープベースのUSB-

PDソリューション

USB-PD 3.1 - EPR（Extended Power 

Range）およびSPR（Standard Power 

Range）をサポート

USB-PDメッセージトリガ

パワーデリバリ・オブジェクト（PDO）のデ

コード

BMCアイパターンと物理層計測パラメータ

USB-PDと他のUSB Type-C®コネクタ上プ

ロトコルの時間相関解析

CC、V
BUS

、l
LOAD

信号の相関を調べるこ

とにより、USB-PD電源の検証およびデ

バッグが可能

包括的USB-PDトリガ

テレダイン・レクロイ製Voyager	USB-PDコンプライアンス・テス

タと同じトリガ選択タイプ（Preamble、Ordered	Set、Control	

Message、Data	Message、Resets、Errors）を使用して、パワ

ー・デリバリのコンプライアンス不適合をデバッグ可能です。

USB Type-Cプロトコルを時間的に相関させる

USB-PDメッセージとDP-AUXやUSB4-SBUサイドバンドなどの他の

USB	Type-C信号を時間的に相関させることにより、USB	Type-Cシ

ステムの問題をデバッグ。	

アイパターンと物理層計測パラメータ

USB-PD	BMC（biphase	mark	coded）物理層の問題を、包括的な

USB-PD解析でデバッグ。デコードテーブルから目的のパケットを選

択すると、USB-PD	TDMPが自動的に計測を行い、送受信のアイパタ

ーン・マスクテストを実施します。	
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仕様

USB-PD TDMPのみ

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

USB-PD固有の計測のための典型的セットアップ： 

CC1またはCC2信号のチャンネルソースを選択（必須） 

Vbus信号のチャンネルソースを選択（VBUS@PS_RDY測定に必須）	 

Iload信号のチャンネルソースを選択（オプション）	 

DP-AUX,	USB4-SBU	(UART,	or	other	Alt	Mods)	など他のサイドバンドプロトコル用のチャンネルを選択（USB-PDと時間相関を取る場合に必須）

計測/グラフ機能

USB-PD固有計測 

パラメータ

PS_RDY_Level	-	VBUS@PS_RDYを計測

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガか

らの時間).シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048

ビットのデータの任意の場所に定義することができます。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義可能。アナログ信号のホ

ールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

アイパターンおよび物理層テスト機能

物理層設定 USB-PD	Analysisは、オシロスコープのAnalsyisメニューから選択（して有効化）します。USB-PDシリアルデコードにリンクし、物理層およびBMCアイパターン

テストを実行。デコードまたは全捕捉のズームで選択された部分からアイおよび計測パラメータを適用。

選択可能な物理層 

計測パラメータ

USB-PD仕様で定義された計測パラメータ： 

BMC共通パラメータ：fBitRate、tUnitInterval	 

BMCトランスミッタ：pBitRate、tRise、tFall、vHigh、vLow、vSwing、SymblEncod	BMC	Eye：vEyeCrossing	Vbus：PS_RDY_LEVEL

Vbus @ PS_RDY  

計測パラメータ

Decode	SetupメニューのPS_RDY_LEVELが有効になっていると、計測値欄に表示される。CCラインにPS_RDYメッセージが発生すると、別チャネルでVbus

を測定。結果は、計測値テーブル、デコードオーバーレイ、デコードテーブルに表示。

アイパターン設定 BMCアイ（ONE、ZERO、BOTH）を選択。Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。アイの輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ アイパターンのクロックリカバリとEye	Mask	HitsのためのUnit	Interval（tUnitInterval）を自動計測。

アイマスク USB-PD規格またはカスタムマスク選択： 

USB-PD規格：BMC	Transmitter	Mask、BMC	Reciever	Masks	(Neutral、Sourcing、Sinking) 

Custom：無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。カスタムマスクを保存し、後

で呼び出して使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。Mask	Failure時のトリガ停止が可能。

USB-PD TDおよびUSB-PD TDMP

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

CC1/CC2信号のチャネルソースを選択

トリガ機能

フォーマット CC1/CC2のソースおよびスレッショルド電圧の設定

トリガ設定 Teledyne LeCroy製Voyager USB PDコンプライアンス・テスタと同等の包括的なトリガ選択により、コンプライアンス不適合のデバッグが可能： 

以下のPreamble、Ordered	Set、Control	Message、Data	Message、Resets、Errors	with	selectionsでトリガ： 

Ordered Sets:SOP、SOP'、SOP"、SOP'_Debug、SOP"_Debug 

Control Messages:GoodCRC、PS-RDY、VCONN_Swap、Not_Supported、Get_Country_Codes、GotoMin、Get_Source_Cap、Wait、Get_Source_

Cap_Extended、Get_Sink_Cap_Extended、Accept、Get_Sink_Cap、Soft_Reset、Get_Status、Reject、DR_Swap、Data_Reset、FR_Swap、Ping、PR_

Swap、Data_Reset_Complete、Get_PPS_Status。 

Data Message:Source_Capabilities、Sink_Capabilities、Get_Country_Info、Request、Battery_Status、Enter_USB、BIST、Alert、Vendor	Defined 

Resets：Soft	Reset、Data	Reset、Cable	Reset 

Errors：5b	Symbol	Error、Ordered	Set	Error、CRC	Error、EOP	Error、Reserved	Message	Error、Invalid	Message	Error、Packet	Length	Error

トリガUI トリガメニューに組み込まれ、他の一般的なトリガと同様に設定可能。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数または2進数。

デコード設定 CC1/CC2	ソース設定

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリ、演算、またはデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示箇所 グリッド上の捕捉されたDATA波形にオーバーレイ

表示補助 Message	Type,	Preamble、SOP,	Data	Role	(UFP/DFP)、Power	Role	(Source/Sink)、EPR/SPR	(Source/Sink)	Capabilities、 

Msg	ID、Obj	Count、Extended,	Data、CRC、EOP.を色分け表紙タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバー

レイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示な

どが可能。

パターン検索 以下を前方/後方検索：Index、Time、SOP、Msg	Type、Data	Role、Power	Role、Msg	ID、Obj	Count、Extended、Data、CRC、Status. 

AND/OR演算と指定された値を用いて、最大3つのテーブル列の組み合わせを高度に検索することが可能。
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USB4 サイドバンド（SB）チャンネル

主な特徴

USB4® Thunderbolt™のサイドバンド・リ

ンクマネジメント・イベントでトリガ

SB-TXとSB-RXのLink (LT)、Admin (AT)

、Re-timer (RT)トランザクションをデコード

USB4 PHY-Logicレイヤーのデバッグのた

めに、スタンドアロンまたはUSB4bus DME

と組み合わせて使用

USB4およびThunderboltのサイドバンド

PHYのコンプライアンス計測パラメータ

USB4サイドバンドのトリガとデコード

USB4-SBトリガを設定してリンクトレーニング中の特定のイベントをキャプチャし、デコードテーブルでデバイス間のサイドバンドリンク管理

トランザクションがUSB4仕様に適合していることを検証します。

インタラクティブなプロトコル・テーブルでSB-TxおよびSB-Rxの解析

プロトコルテーブルの目的のUSB4-SBパケットをクリックすると、パケットタイプ、コマン

ド、レジスタアドレス、メッセージの詳細を示す色分けされたオーバーレイ付き波形のズー

ムウィンドウが表示されます。

スタンドアロンまたはUSB4bus DMEソフトウェアと組み合わせてPHYロジック層デバッグ

TF-USB-C	USBハイスピードおよびサイドバンド・テストクーポンを様々なオシロスコープと組み合わせて、パッシブプローブでUSB4のサ

イドバンドTxとRx信号を、DHシリーズ差動プローブでサイドバンド信号と高速データを含むUSB4バス全体をキャプチャすることができま

す。TF-USB-Cは、USB4-SB信号でトリガし、同時にライブリンクで最大20Gb/sの高速データをキャプチャできる唯一のソリューションで

す。USB4およびThunderboltトランスミッタ、リタイマ、アクティブケーブルのPHYリンク層トレーニングを検証することが可能です。	

TF-USB-C-HSUSB4ハイスピードおよび 
サイドバンド・テストクーポン
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仕様

USB4-SB TDおよびTDMP

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

ソースを選択。

トリガ機能

フォーマット SBU4-SBトリガソースのソースとスレッショルド電圧を設定。

トリガ設定 リンクトレーニングの失敗をデバッグするための包括的なトリガ選択： 

Trigger Types：	Link	(LT)、Address	(AT)、Retimer	(RT)	トランザクションでレジスタ値を選択可能

Link (LT)：LSE	Symbol	(Resume、Fail、Lroff、Gen2、Gen3、Resume2、Any)、Lane	(Lane0、Lane1、Any) 

Admin (AT)：CmdNotResp	(Command、Response、Any)；Command/Response：(Read、Write、Any）、Read：(Vendor	ID、Product	ID、 

Opcode、Metadata、Link	Config、TxFEE、SB	Chan	Ver、Data、Any)； Write：(Opcode、Metadata、TxFEE、Data、Any)；	TxFFE Field：(Request	 

Done、Tx	Active、Any；Lane：(Lane0、Lane1、Any） 

Retimer	（RT）：(Broadcast、Addressed）；Broadcast； Addressed：CmdNotResp (Command、Response、Any)；	Command/Response： 

(Read、Write、Any）； Read：(Vendor	ID、Product	ID、Opcode、Metadata、Link	Config、TxFEE、SB	Chan	Ver、Data、Any)；Write：(Opcode、Metada

ta、TxFEE、Data、Any)；	TxFFE Field：(Request	Done、Tx	Active、Any)：Lane：(Lane0、Lane1、Any）

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力(外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数または2進数（上記「トリガ設定」に記載されたレジスタ値のデコード）。

デコード設定 ソースを次のように定義：SBTX、SBRX、または「SBTXとSBRX」。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリ、演算、またはデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示箇所 グリッド上の捕捉されたDATA波形にオーバーレイ

表示補助 Message	Type、Preamble、SOP、Data	Role	(UFP/DFP)、Power	Role	(Source/Sink)、Msg	ID、Obj	Count、Extended、Data、CRC、EOPを色分け表示

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示な

どが可能。

パターン検索 以下を前方/後方検索：Index、Time、SOP、Msg	Type、Data	Role、Power	Role、Msg	ID、Obj	Count、Extended、Data、CRC、Status. 

AND/OR演算と指定された値を用いて、最大3つのテーブル列の組み合わせを高度に検索することが可能。

USB4-SB TDMPのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタ、単位変換による完全なリスケーリングに対応。

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガ

からの時間).	シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大

2048ビットのデータの任意の場所に定義することができます。	アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義可能。アナログ信

号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定可能。	

アイパターンおよび物理層テスト機能

物理層設定 USB4-SB		Analysis、オシロスコープのAnalsyisメニューから選択（有効化）。USB4-SBシリアルデコードにリンクし、USB4およびThunderbolt物理層の計測

を実施。	デコードまたは全捕捉からズームで選択したパケットから計測。

選択可能な物理層 

計測パラメータ

USB4およびThunderbolt 物理層Tx計測パラメータ：VHigh、VLow、Rise	Time、Fall	Time、Amplitude、Bitrate、Burst	Duration.	

アイパターンおよび 

マスクテスト

アイ計測パラメータ：Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カ

スタムマスクを作成することが可能。カスタムマスクを保存し、後で呼び出して使用することが可能。Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触

箇所を赤丸で表示). 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。マスク抵触時のトリガ停止が可能。
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DP-AUX (DISPLAYPORT™ AUXチャンネル)

主な特徴

最も包括的なオシロスコープベースのDP-

AUXソリューション

DisplayPort 2.0、1.4、eDP（embedded 

DisplayPort）規格に対応

DisplayPort AUXのリード/ライトをデコ

ード

ネイティブおよびI2C AUXチャンネル・トラ

ンザクション

DP-AUXのアイパターンと物理層計測パラ

メータ

DisplayPort over USB-C®のテストには、

スタンドアロンまたはUSB-PD TDMEと組

み合わせて使用

インタラクティブなプロトコル・テーブル

プロトコルテーブルから目的のDP-AUXパケットをクリックすると、パケットタイプ、コマンド、AUXレジスタアドレス、メッセージの詳細を示す

色分けされたオーバーレイ付き波形のズームウィンドウが表示されます。	

USB-PD TDMPと併用しDisplayPort over 

USB Type-C®を解析

DP-AUX	DMPは、Standard	DPコネクタやeDP設

計に単体で使用することも、USB-PD	TDMPと併用

し、DisplayPort	over	USB-C設計でDisplayPort	

AUX（SBUライン）とUSB-PD（CCライン）のタイミング

解析を行うことも可能です。Msg-Msgタイミング計測

パラメータは、USB-PD	Alt	Modeトランザクションと

DisplayPort	AUXリンクトレーニング間の不適切なタ

イミングに起因するシステムの相互運用性問題のデバッ

グに使用可能です。

DP-AUXのアイパターンおよび物理層計測パラメータ

DisplayPort	PHY仕様に準拠したDP-AUX	アイおよび計測パラメー

タテストを実施。プロトコルテーブルから目的のパケットをクリックする

と、DP-AUX解析ソフトウェアが自動的に計測を行い、トランスミッタまた

はレシーバのアイパターン・マスクテストを実行することが可能です。	
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仕様

DP-AUX DMPのみ

計測/グラフ機能

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time	(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガか

らの時間).シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048

ビットのデータの任意の場所に定義することができます。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。ア

ナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

アイパターンおよび物理層テスト機能

物理層設定 DP-AUX	Analysisは、オシロスコープのAnalsyisメニューから選択（有効化）します。DP-AUXシリアルデコードにリンクし、AUX	アイ物理層テストを実行。デコ

ードまたは全捕捉のズームで選択された部分からアイおよび計測パラメータを適用。

選択可能な物理層 

計測パラメータ

DisplayPort仕様で定義された計測パラメータ： 

BitRate、Unit	Interval、Common	Mode	Voltage、Slew	Rate、Vpk-Pk.

アイパターン設定 AUX	アイを選Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。アイの輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ アイパターンのクロックリカバリとアイマスクヒットのためのBaudRate（2×BitRate）を自動計測。

アイマスク DP-AUX規格またはカスタムマスク選択： 

DP-AUX規格：AUX	アイ（トランスミッタ、レシーバ） 

カスタム：無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、規格マスクを編集またはカスタムマスクを作成することが可能。カス

タムマスクを保存し、後で呼び出して使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	

DP-AUX DおよびDP-AUX DMP

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

ソース（デコード入力）、プロトコル（DPAux）を選択。

トリガ機能

フォーマット DisplayPort	AUXのトリガ無し。USB-PDと併用する場合は、USB-PD	トリガを使用してDisplayPort	'Alt	Mode'トランザクションでトリガします。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数またはシンボリック	DisplayPort	AUXトランザクションのデコード。

デコード設定 ソース、ビュー（16進数または記号）、プロービング（AUX-P、AUX-N、または差分）、リプライタイムアウト、デコードスレッショルドレベルを選択。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリ、演算、またはデジタルトレース。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示箇所 グリッド上の捕捉されたDATA波形にオーバーレイ

表示補助 Idle、Preamble、Packet	Type、Command	Type	(Read/Write)、DP	Configuration	Registor	、I2C	Address、Command	Register	Data、Stopの色分

け表示

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を最大20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示な

どが可能。

パターン検索 以下を前方/後方検索：Index、Packet	Type、Command	Type、Command、DPCConfigReg/I2C	Address.
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SMBUS

主な特徴

PECの有無にかかわらず、標準的なSMBus

コマンドプロトコルのトリガをサポート

ARP、SMBALERT#、PECエラーのトリガを

サポート

クロックストレッチの影響を受けないトリガ

とデコード

アドレス、R/W（方向）、コマンドコード、デー

タを定義して、複雑なトリガを提供

条件付きデータ定義（<、<=、=、>、>=

、<>、INRANGE、OUT of RANGE）

捕捉とトリガにアナログまたはデジタル

（MSO）入力を使用

包括的で強力なSMBusトリガ

標準的なSMBusコマンドプロトコル、ARPコマンドのほか、ユーザー定義のコマンドプロトコルでトリガする機能があり、特定のデータ値や

データ値の範囲を定義することができます。

ユーザー定義のコマンドコードの読み値からデータを抽出

し、波形としてプロット

SMBusのデータ読み値は、16進数の値をデコードテーブルで確認しても

理解しにくいものです。SMBus	TDMEオプションは、特定のメッセージで

定義されたデータ位置からデジタルデータを抽出し、アナログ値に変換し

て、アナログ波形のようにプロットする機能を提供します。



41

仕様

SMBbus TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示します。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る

ことが可能。	 

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガから

の時間).シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048ビ

ットのデータの任意の場所に定義することができます。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナ

ログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することが可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate, Message Bus Load %: 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することが可能。

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することが可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示)。 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	

SMBus TDおよびSMBus TDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

クロックとデータのソースを選択

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数。ADDRESSとDATAは異なるフォーマットで設定することが可能。

トリガ設定 START、STOP、RESTART、No	ACK、Read	Protocols、Write	Protocols、Quick	Command、Send	Byte、Receive	Byte、Write	Byte/Word、Read	Byte/

Word、Process	Call、Block	Write/Read、Block	Write-Block	Read	Process	Call、SMBus	Host	Notify	protocol、Write	32	protocol、Read	32	

protocol、Write	64	protocol、Read	64	protocol、ARP、ADDR、ADDR+CMD+DATA、SMBALERT#、PEC	Errorでトリガ。

ADDRESS設定 ”=”条件でADDRESSをひとつ指定 

7ビットまたは10ビットADDRESSをサポートし、7ビットおよび10ビットADDRESSの両方でRead、Write、またはR/W="Don't	Care	"を選択可能。 

R/Wビットが含まれる、または含まれないアドレス値でトリガ。

DATA設定 カスタム・トリガタイプ： 

16進数：データバイト数	=	0～12。データはニブルで定義することも可能。

2進数：0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットまで対応。データパターンは、12Byte/96bitのシーケンス内の任意の位置から開始するように設定すること

が可能。

DATA条件 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE.

ACK条件 ADDRまたはADDR+CMD+DATA設定において、ACK条件として、ACK、NO	ACK、DON'T	CAREを選択。

ビットレート 100kHzクラス、400kHzクラス、1MHzクラスのSMBusに対応したSMBus仕様の全レンジに対応。モードは自動検出。

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、2進数

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。 

アドレス値にR/Wビットを含む/含まないを選択してデコード。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。クロックチャンネルを表示オフにしても、データのデコード可能（画面表

示を簡素化）。	

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。	また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 START/ReSTART、ADDR、R/W、DATA、ACK、NACK、STOP	bitsなどのコマンドプロトコルを色分け表示。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示な

どが可能。	

パターン検索 以下を前方/後方検索：Index、Time、Address、R/W、Command	Code、Length、Dataの16進数フォーマット
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PMBUS

主な特徴

SMBus、PMBusに対応 

コマンドのカテゴリを選択すると、数値デー

タ形式は自動入力

16進数またはアナログ値（例：5V）でトリガ

カスタム設定ファイル

条件付きデータ定義（<、<=、=、>、>=

、<>、In Range of、Out of Range）

捕捉とトリガにアナログまたはデジタル

（MSO）入力を使用

抽出されたアナログ値でトリガ

出力電圧が5V、デバイスの温度が30℃のとき、

ピンがイネーブルになってから7ms後にトリガ

したいなど、いかなる場合でもアナログ値を入

力すれば、あとはソフトウェアにおまかせです。ま

た、すべての標準的なSMBusトリガタイプに対

応しています。

デバイスコマンドと数値データ形式を自動設定

パワーマネジメント・デバイスは、256個のPMBusコマン

ドのすべて、またはサブセットをサポートすることができま

す。カスタム設定ファイルを選択すると、数値データ形式

があらかじめ入力され、複雑な計算は不要です。すべてを

デコードし、高い視認性で表示します。
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仕様

PMBus TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示。異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る

ことが可能。	 

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time (同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message (トリガか

らの時間)シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義のDATA条件（<=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE）で、最大2048

ビットのデータの任意の場所に定義することができます。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義可能。アナログ信号のホ

ールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate, Message Bus Load %: 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義することができます。

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。アイの輝

度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用可能。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	

PMBus TDおよびPMBus TDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

クロックとデータのソースを選択

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数。ADDRESSとDATAは異なるフォーマットで設定することが可能。

トリガ設定 特定のコマンドセット(Memory、On/Off、Output	Voltage、Configuration、Warning/Faults、Sequencing、Status、Telemetry、Inventory、Mfg	Ratings

他）を選択し、監視している値（電圧、温度、時間等）でトリガ可能。数値データ形式は、設定ファイルから自動的に入力。 

START、STOP、RESTART、No	ACK、Read	Protocols、Write	Protocols、Quick	Command、Send	Byte、Receive	Byte、Write	Byte/Word、Read	Byte/

Word、Process	Call、Block	Write/Read、Block	Write-Block	Read	Process	Call、SMBus	Host	Notify	protocol、Write	32	protocol、Read	32	

protocol、Write	64	protocol、Read	64	protocol、ARP、ADDR、ADDR+CMD+DATA、SMBALERT#、PEC	Errorの任意のSMBusパケットでトリガ。

ADDRESS設定 ADDRESSを"="条件で1つ指定。

7ビットADDRESSをサポートし、7ビットでRead、Write、またはR/W="Don't	Care	"のすべてを選択可能。

アドレス値にR/Wビットが含まれる/含まれないでトリガをかけるかどうかを選択。

コマンド設定 8ビットのCOMMANDを"＝"条件で1つ指定。 

8ビット値は、2進数、16進数、シンボリックのいずれか。シンボリックコマンドは、デフォルトまたはユーザーによる設定ファイルで定義可能。

DATA設定 カスタム・トリガタイプ：

Symbolic：監視している値（電圧、温度、時間など）を10進数で入力。数値データ形式は、設定ファイルから自動的に入力。

16進数：データバイト数	=	0～12。データはニブルで定義することも可能。

2進数：0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットまで対応。データパターンは、12Byte/96bitのシーケンス内の任意の位置から開始するように設定可能。

DATA条件 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE.選択できる項目は、選択したコマンドのカテゴリによって異なります。

ACK条件 どのADDRやCustom設定でも、ACK条件としてACK、NO	ACK、DON'T	CAREを選択。

ビットレート 100kHzクラス、400kHzクラス、1MHzクラスのPMBusに対応したSMBus仕様の全レンジに対応。モードは自動検出。

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。クロックをEXTに入力することで、使用可能なアナログチャンネルを節

約することが可能。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、Symbolic

デコード設定 閾値定義が必要。デフォルトは	Percent	amplitude。 

アドレス値にR/Wビットを含む/含まないを選択してデコード。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。 

クロックチャンネルを表示オフにしても、データのデコードは可能（画面表示を簡素化）。		

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。	また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 START/ReSTART、ADDR、R/W、DATA、ACK、NACK、STOP	bitsを色分け表示 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、その他

各種プロトコル固有の情報です。テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示などが可

能。	

パターン検索 以下を前方/後方検索：Index、Time、Address、R/W、Command	Code、Length、Dataの16進数フォーマット
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主な特徴

コマンド、コマンドシーケンス、エラーフレー

ムでトリガ、デコード

ユーザー定義コマンドフレーム/シーケンス 

－非標準のフレームでトリガ

条件付きデータ定義（<、<=、=、>、>=、<>

、INRANGE、OUT of RANGE）

捕捉とトリガにアナログまたはデジタル

（MSO）入力を使用

完全に任意のシーケンス、ポーズを伴うすべ

てのシーケンスに対応

SPMI

包括的で強力なSPMIトリガ

MIPIで定義されたコマンドシーケンスに加え、ユーザー定義のコマンドシーケンスでトリガをか

けることができ、特定のデータ値やデータ値の範囲を定義することができます。

アイパターンで物理層の問題点を特定

ビット遷移や物理層の信号品質を直感的に示すアイパターンを素早く

作成できます。	この10msの捕捉で信号品質を評価し、規格外のビット

遷移（かすかな紫色の線）を容易に見つけることができます。
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仕様

SPMIbus TDおよびSPMIbus TDME

定義

ソースおよび 

プロトコル設定

クロックとデータのソースを選択

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数

トリガ設定 SSC、Command	(Reset、Sleep、Shutdown、Wakeup)、Command	Sequence	(Master	Read、Master	Write、Block	Master	Read、Block	

Slave	Read、Extended	Register	Read、Extended	Register	Write、Extended	Register	Read	Long、Extended	Register	Write	Long、Register	

Read、Register	Write、Register	0	Write、Authenticate、Transfer	Bus	Ownership、User-defined)、Errors	(OR	any	combination	of	Command	

Parity	Error、Acknowledgement	Error、Data	Parity	Error、Frames	Error)でトリガ。	

DATA設定 コマンドシーケンス・トリガタイプ： 

16進数：データバイト数	=	0～16。	データはニブルで定義することも可能。	 

2進数：0、1、Xの任意の組み合わせで1～128ビットまで対応。

DATA条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE

ビットレート いずれも、最大26Mb/sまで。クロック信号から自動検出

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

デコード＋サーチ機能

フォーマット ビット表示（インデックスまたはステート）選択つき１６進数

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。 

アドレス値にR/Wビットを含む/含まないを選択してデコード。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。 

クロックチャンネルを表示オフにしても、データのデコード可能（画面表示を簡素化）。

デコード波形数 一度に最大4つのバスをデコード可能。	また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 FRAME、ARBITRATION	SEQUENCE、COMMAND	SEQUENCE、ARBITRATION/COMMAND	BITS、SEQUENCE	START	CONDITION	(SSC)

、SLAVE	ADDRESS、COMMAND、BYTE	COUNT	CODE	(BC)、REGISTER	ADDRESS、PAYLOAD	DATA、PARITY	BITS、BUS	PARK	CYCLE、ACK/

NACK、and	PROTOCOL	ERRORを色分け表示。タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、

その他各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示

などが可能。	

パターン検索 前または次のINDEX、TIME、MESSAGE（値）、SSC、SLAVE（ID）、COMMAND、BYTE	COUNT	CODE、REGISTER、DATA（値）、NBITS、STATUSを基本検

索します。Advanced	Searchでは、ブールAND/ORロジックを使用して最大3つの異なる検索を組み合わせることにより、複雑な条件を作成可能。

SPMIbus TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタ、単位変換による完全なリスケーリングに対応。シリアルDAC波形は、デジタ

ルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見ることが可能。	

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog, Analog to Message, Message to Message, ΔMessage Time (同一デコード上の同一メッセージ), Time@Message (トリガか

らの時間) 

シリアルメッセージは	"ID	="（該当箇所）とユーザー定義のDATAで最大2048ビットデータの任意の位置に条件<=、<、=、>=、<>、IN	RANGE、または	

OUT	OF	RANGEで定義可能。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号のホールドオフ

は、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定可能。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate, Message Bus Load % 

シリアルメッセージは、最大2048ビットのデータの任意の位置に	"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=,	<,	=,	>,	>=,	<>,	in	range,	out	

of	range	"で定義可能。

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用可能。	

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	
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I3C 

主な特徴

 SDR、HDR-DDR、レガシーI2C動作モード

をサポート

どの対応動作モードでもトリガを提供

アドレス、R/W（方向）、コモンコマンドコー

ド、データを定義して、複雑なトリガを提供

条件付きデータ定義（<、<=、=、>、>=

、<>、INRANGE、OUT of RANGE）

捕捉とトリガにアナログまたはデジタル

（MSO）入力を使用

包括的で強力なI3Cトリガ

MIPIで定義されたコマンドシーケンスに加え、ユーザー定義のコマンドシーケンスで

トリガをかけることができ、特定のデータ値やデータ値の範囲を定義することができま

す。	

シリアルDAC－デジタルデータを抽出し、波形としてプロット

組み込みセンサのデータ読み値は、16進数の値をデコードテーブルで確認しても理

解しにくいものです。I3Cbus	TDMEオプションは、特定のI3Cメッセージのデータ位

置からデジタルデータを抽出し、アナログ値に変換して、アナログ波形のようにプロッ

トする機能を提供します。	
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仕様

I3Cbus TDMEのみ

計測/グラフ機能

シリアルデータ  

デジタル-アナログ 

変換（DAC)

Message to Value	計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナロ

グ10進数値で表示。	異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。 

シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見る

ことが可能。	 

タイミング 

計測パラメータ

Message to Analog, Analog to Message, Message to Message, ΔMessage Time (同一デコード上の同一メッセージ),	Time@Message (トリガか

らの時間)	 

シリアルメッセージは	"ID	="（該当箇所）とユーザー定義のDATAで最大2048ビットデータの任意の位置に条件<=、<、=、>=、<>、IN	RANGE、または	

OUT	OF	RANGEで定義することができる。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号の

ホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することができます。	

バスステータス 

計測パラメータ

Number of Messages, Message Bit Rate, Message Bus Load %: 

シリアルメッセージは、"ID	="（該当する場合）とユーザー定義の	"DATA	<=、<、=、>、>=、<>、in	range、out	of	range	"で、最大2048ビットのデータの任

意の場所に定義可能。

アイパターン機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコードごとに1つ）同時に作成します。	Eye	Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。	アイの

輝度を0～100%で調整可能。

アイパラメータ Eye	Height、Eye	Width、(Number	of)	Mask	Hits

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ	MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。	カスタムマスクを保存し、後で呼び出

して使用することができます。

マスク抵触位置 

特定と表示

Mask	Failure	Indication	ON	または	OFF	(ON	=	抵触箇所を赤丸で表示).	 

Eye	Mask	failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。	Mask	Failure時のトリガ停止が可能。	

I3Cbus TDおよびI3Cbus TDME

定義

ソース設定 クロックとデータのソースを選択

トリガ機能

フォーマット 16進数または2進数。	ADDRESSとDATAは異なるフォーマットで設定することが可能。

トリガ設定 動作モードを選択し、以下のイベントでトリガ： 

SDR：Start	(S)、Stop	(P)、Restart	(SR)、Direct	Frame、Broadcast	Frame、SDR	Frame	Length、	Direct	Address	+	CCC	+	Data、Broadcast	

Address	+	CCC	+	Data、SDR	Errors 

HDR-DDR：Enter、Exit、Restart、Frame	Length、Address	+	Cmd	+	Data、Preamble、Errors 

I2C	Legacy：START、ReSTART、STOP、Missing	ACK、ADDR、DATA、ADDR+DATA、ADDR+DATA	FRAME	LENGTH、EEPROM	DATA	TRANSFER 

任意のモード：Start	(S)、Stop	(P)、Restart(	SR)、Frame	Length、Any	Address	+	Data、Any	Errors

ADDRESS設定 ADDRESSを"="条件で1つ指定。

7ビットまたは10ビットADDRESSをサポートし、7ビットおよび10ビットADDRESSの両方でRead、Write、またはR/W="Don't	Care	"を選択することが可能。

アドレス値にR/Wビットが含まれる/含まれないでトリガをかけるかどうかを選択。

DATA設定 Direct	Address	+	CCC	+	Data、Broadcast	Address	+	CCC	+	Data、ADDRESS+DATA、Any	Address	+	Data、and	HDR-DDR	Address	+	Cmd	

+	Data	Trigger	Types: 

16進数：データバイト数	=	0～12。	データはニブルで定義することも可能。	 

2進数：1-96bitの場合、0,1,Xの任意の組み合わせデータパターンは12Byte/96bitのシーケンス内の任意の位置から開始するように設定可能。		

DATA条件 <=、<、=、>、>=、<>、IN	RANGE、OUT	OF	RANGE、または	DON'T	CARE

ACK条件 Direct	Address	+	CCC	+	Data,	Broadcast	Address	+	CCC	+	Data,	HDR-DDR	+	Cmd	+	Data,	Addr	+	Data,	Any	Addr	+	Dataのいずれの設

定でも、ACK条件をACK,	NO	ACK,	DON'T	CAREから選択。

ビットレート SDR、HDR-DDR、I2C	Iegacyの各動作モードにおいて、I3C仕様の全スピードに対応。

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力（外部MSOには非対応）、EXT入力のいずれか。

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数、2進数、ASCII

デコード設定 閾値定義が必要。	デフォルトは	Percent	amplitude。 

アドレス値にR/Wビットを含む/含まないを選択してデコード。

デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース。 

クロックチャンネルを表示オフにしても、データのデコード可能（画面表示を簡素化）。

デコード数 一度に最大4つのバスをデコード可能。	また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能。

表示補助 FRAME、START/ReSTARTビット、ADDR、R/W、DATA、ACK、NACK、STOPビットのカラーコード表示。 

タイムベース設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに注釈し、捕捉波形にオーバーレイ。

テーブルの構成、 

エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示。	表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、その他

各種プロトコル固有の情報です。		テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示などが

可能。	

パターン検索 前または次のADDRESS、PACKET、DATAを16進数で検索。
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互換性
WaveSurfer 3000z WaveSurfer 4000HD HDO4000A

WaveRunner 8000HD  
WaveRunner 9000

I²C

EMBバンドル EMBバンドル

TD
TD,

TDME

SPI TD
TD,

TDME

UART-RS232 TD
TD,

TDME

USB 2.0 HSIC – – D D

EMBバンドル 
（I²C、SPI、UART-RS232)

TD TD TD
TD,

TDME

10Base-T1S – – TD
TD,

TDME

100Base-T1/BroadR-
Reach

– – TD
TD,

TDME

CAN7

AUTO	バンドル

AUTO	バンドル

TD
TD,

TDME	Symbolic

CAN FD5

TD TD
TD,

TDME	Symbolic

CAN XL6v

– – TD
TD,

TDME	Symbolic

FlexRay TD

AUTO	バンドル

TD
TD,

TDMP

LIN AUTO	バンドル TD
TD,

TDME

SENT – – TD
TD,	 

TDME

AUTO バンドル TD3 TD TD3 -

ARINC 429 – – D	Symbolic
D	Symbolic、

DME	Symbolic

MIL-STD-1553 – – TD
TD,

TDME

SpaceWire – – D D

Ethernet (10/100Base-T) – – D D

USB 2.0 – – D
TD,

TDME

USB-PD (Power Delivery) – – TD
TD,

TDMP

USB4-SB (Sideband) TD
TD,

TDMP

DisplayPort AUX – – D
D,

DMP

SMBus – – TD
TD,

TDME

PMBus – – TD
TD,

TDME

SPMI – – TD
TD,

TDME

C-PHY – – –
D,
DP4

D-PHY – – D
D,
DP4

DigRF 3G – – D D

DigRF v4 – – D D

I3C – – TD
TD,

TDME

Audio (I²S, LJ, RJ, TDM) TD TD TD
TD,
TDG

Manchester – – D D

NRZ – – D
D,
TD²

1	-	DME、DME	Symbolic、DMP、DGパッケージは、テレダイン・サービス部を通してこれらのモデルで利用可能－ご相談ください。
2	-	トリガとデコードは、個別にオーダー可能なオプションとして提供－ご相談ください。
3	-	AUTOバンドルは、WaveSurfer	3000zと一緒に購入した場合、CANおよびLINトリガとデコード（”TD”）を含み、WaveSurfer	10およびHDO4000Aと一緒に購入した場

合、CAN、LINおよびFlexRayトリガとデコード（”TD”）を含みます。
4	-	一部の帯域幅モデルでのみ利用可能。
5	-	CAN	FDbusオプションは、CAN	FDとレガシーCANプロトコルの両方をサポート。
6	-	CAN	XLはCANとCAN	FDを含む。
7	-	CANは、CAN	FDおよびCAN	XLオプションに含まれます。
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HDO6000B WavePro HD WaveMaster 8 Zi-B LabMaster 10 Zi-A

I²C TD,
TDME

TD,
TDME

TD,
TDME

D,
DME¹

SPI TD,
TDME

TD,
TDME

TD,
TDME

D,
DME¹

UART-RS232 TD,
TDME

TD,
TDME

TD,
TDME

D,
DME¹

USB 2.0 HSIC D D D D

EMBバンドル 
（I²C、SPI、UART-RS232)

TD,
TDME

TD,
TDME

TD,
TDME

D,
DME¹

10Base-T1S TD,
TDME

TD,
TDME

TD,
TDME

–

100Base-T1/BroadR-Reach TD,
TDME

TD,
TDME

TD,	 
TDME

–

CAN7 TD,
TDME	Symbolic

TD,
TDME	Symbolic

TD,
TDME	Symbolic

D,
DME	Symbolic¹

CAN FD5 TD,
TDME	Symbolic

TD,
TDME	Symbolic

TD,
TDME	Symbolic

D,
DME	Symbolic¹

CAN XL6 TD,
TDME	Symbolic

TD,
TDME	Symbolic

– –

FlexRay TD,
TDMP

TD,
TDMP

TD,
TDMP

D,
DMP¹

LIN TD,
TDME

TD,
TDME

TD,
TDME

D,
DME¹

SENT TD,	 
TDME

TD, 
TDME

D D

AUTO バンドル – – – –

ARINC 429 D	Symbolic、
DME	Symbolic

D	Symbolic、
DME	Symbolic

D	Symbolic、
DME	Symbolic

D	Symbolic、
DME	Symbolic¹

MIL-STD-1553 TD,
TDME

TD,
TDME

TD,
TDME

D,
DME¹

SpaceWire D D D D

Ethernet (10/100Base-T) D D D D

USB 2.0 TD,
TDME

TD,
TDME

D,
DME

D,
DME¹

USB-PD (Power Delivery) TD,
TDMP

TD,
TDMP

TD,
TDMP

DMP

USB4-SB (Sideband) TD,
TDMP

TD,
TDMP

TD,
TDMP

DMP

DisplayPort AUX D,
DMP

D,
DMP

D,
DMP

D,
DMP

SMBus TD,
TDME

TD,
TDME

– –

PMBus TD,
TDME

TD,
TDME

– –

SPMI TD,
TDME

TD,	 
TDME

D,	 
DME

D,
DME¹

C-PHY
–

D,
DP4

D,
DP

D,
DP

D-PHY
D

D,
DP4

D,
DP5

D,
DP

DigRF 3G D D D D

DigRF v4 D D D D

I3C TD,
TDME

TD,	 
TDME

D,	 
DME

D,	 
DME

Audio (I²S, LJ, RJ, TDM) TD,
TDG

TD,
TDG

TD,
TDG

D,
DG¹

Manchester D D D D

NRZ
D

D,
TD²

D,
TD²

TD²

1	-	DME、DME	Symbolic、DMP、DGパッケージは、テレダイン・サービス部を通してこれらのモデルで利用可能－ご相談ください。
2	-	トリガとデコードは、個別にオーダー可能なオプションとして提供－ご相談ください。
3	-	AUTOバンドルは、WaveSurfer	3000zと一緒に購入した場合、CANおよびLINトリガとデコード（”TD”）を含み、WaveSurfer	10およびHDO4000Aと一緒に購入した場合、CAN、LIN

およびFlexRayトリガとデコード（”TD”）を含みます。
4	-	一部の帯域幅モデルでのみ利用可能。
5	-	CAN	FDbusオプションは、CAN	FDとレガシーCANプロトコルの両方をサポート。 
6	-	CAN	XLはCANとCAN	FDを含む。
7	-	CANは、CAN	FDおよびCAN	XLオプションに含まれます。
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このページは意図的に空白にしてあります。
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このページは意図的に空白にしてあります。
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